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『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”

　１月24日、玉里運動公園において、茨城県南部を震源とする地震規模
マグニチュード7．3の直下型地震が発生し小美玉市が震度６強の地震被
災を受けた想定で、平成21年度小美玉市総合防災訓練を実施しました。
　市では、訓練会場に災害対策本部を設置し、消防署、消防団、自主防災
組織、婦人防火クラブ、建設業協会、地域住民の皆さんによる災害時避
難訓練や初期消火訓練をはじめ、陸・空自衛隊や県防災航空隊の協力に
より救出訓練等が行われるなど、本番さながらの緊迫感の中、訓練はス
ムーズに行われました。（26ページにも掲載）

「小美玉市総合防災訓練」を実施「小美玉市総合防災訓練」を実施
大災害時に備えて大災害時に備えて大災害時に備えて

３月11日、茨城空港開港!
市消防団組織再編
第３回子ども議会
お!みた!まちづくり
わだい
情報ガイド
生涯学習インフォメーション
けんこうビュー
四季の歌
市総合防災訓練
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現
在
、
開
港
に
向
け
空
港
本
体
の
整
備
の
ほ

か
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
・
駐
車
場
・
空
港

公
園
な
ど
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

茨
城
空
港
北
I
C
が
3
月
6
日
に
県
道
百
里
飛

行
場
線
が
2
月
16
日
に
、
開
港
に
先
立
ち
開
通

し
ま
す
。

　

3
月
11
日
の
開
港
日
に
は
、
定
期
便
の
ア
シ

ア
ナ
航
空
機
が
離
着
陸
す
る
ほ
か
、
神
戸
と
の

国
内
便
、
台
湾
、
ハ
ワ
イ
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

が
離
着
陸
し
ま
す
。

　

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
延
床
面
積
約
７
，

８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
国
内
線
・
国
際
線

の
双
方
を
想
定
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
し
て

は
、
日
本
で
最
小
レ
ベ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。下
記
平
面
図
の
よ
う
に
、

国
内
線
・
国
際
線
共
に
出
発
・
到
着
ロ
ビ
ー
は

1
階
に
ま
と
め
ら
れ
、
利
用
客
は
1
階
の
み
を

利
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
に
や
さ
し
く
分
か
り
や
す
い
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
航
空
会
社
が
支
払
う
施
設

使
用
料
や
固
定
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、

「
航
空
会
社
が
就
航
し
や
す
い
」ロ
ー
コ
ス
ト

な
空
港
運
営
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
評
価
し
て
、
開
港
当
初
は
、
国
際

便
は
ア
シ
ア
ナ
航
空
で
韓
国
・
仁
川（
イ
ン
チ
ョ

ン
）国
際
空
港
へ
の
定
期
便
の
就
航
が
決
ま
り
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
ハ
ワ
イ
、
台
湾
、
セ
ブ
島
、

ハ
イ
ナ
ン
島
に
飛
び
ま
す（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に

つ
い
て
は
、
旅
行
会
社
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
茨
城
空
港
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。

　

国
内
便
は
、
こ
れ
ま
で
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク（
株
）が
茨
城
空
港
に
興
味

を
示
し
、
3
月
11
日
の
開
港
日
に
は
記
念
便
を

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
飛
ば
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
各
地
へ
向
か
う
国

内
便
の
就
航
決
定
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

完成間近の空港ターミナルビル

コ
ン
パ
ク
ト
で
ロ
ー
コ
ス
ト
な

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

２階

１階

新滑走路

平成 22年 2月 10日　広報おみたま

３月１１日　茨城空港開港

３
月
11
日
、
待
望
の

茨
城
空
港
が
開
港
し
ま
す
!
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仁川国際空港仁川国際空港

　ターミナル前に駐車場（1,300 台）があり、何日借りても無料です。車
で空港までスムーズに行けるから、重い荷物があっても苦になりません。

●近くて、駐車場が無料 !

●コンパクトなターミナルで移動が少なく、
　高齢者や子ども連れにも安心 !

　出発ロビー、到着ロビーとも１階に集約されているので、ターミナル
ビル内を上下移動することなく搭乗できます。時間の短縮にもなり、高
齢者や子ども連れにも優しい空港です。

●小美玉市から世界へ
　台湾やハワイへのチャーター便が決
定しています。また、多くの都市と結
ばれた韓国・仁川（インチョン）国際空
港でのトランジット（乗り継ぎ）を活用
すれば、茨城空港から世界各国へのフ
ライトが可能です。

●さらに国内便も
　スカイマーク（株）で神戸への就航が検討されています。

　

茨
城
空
港
か
ら
の
定
期
便

が
到
着
す
る
仁
川（
イ
ン
チ
ョ

ン
）国
際
空
港
か
ら
車
で
約
1

時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
韓
国
の

首
都
・
ソ
ウ
ル
は
、
政
治
・
経

済
を
始
め
社
会
、
教
育
、
文
化

の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
大
都
市
で
す
。
市
内
は
高

層
ビ
ル
や
最
先
端
の
施
設
が
立

ち
並
ぶ
傍
ら
、
景
福
宮（
キ
ョ

ン
ボ
ッ
ク
ン
）や
徳
寿
宮（
ト
ク

ス
グ
ン
）な
ど
朝
鮮
時
代
の
歴

史
的
な
建
物
も
あ
り
、
新
し
い

も
の
と
古
い
も
の
が
見
事
に
調

和
し
た
光
景
を
作
り
出
し
、
ソ

ウ
ル
を
よ
り
一
層
美
し
い
都
市

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
梨
泰
院

（
イ
テ
ウ
オ
ン
）や
南
大
門
市
場

な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ポ
ッ

ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
見
所
が
満
載

で
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
る
一
大
観
光
都
市
で
す
。

《
観
る
》

■
景
福
宮（
キ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ン
）

　

１
３
９
５
年
に
朝
鮮
王
朝

を
建
国
し
た
李
成
桂（
イ
ソ
ン

ギ
ェ
）が
建
築
。
12
万
6
千
坪

の
広
大
な
敷
地
に
あ
り
、
国
立

民
族
博
物
館
と
国
立
古
宮
博
物

館
も
あ
り
ま
す
。

《
買
う
・
食
べ
る
》

■
南
大
門
市
場

　

南
大
門
は
、
東
大
門
と
並
ぶ

ソ
ウ
ル
最
大
の
市
場
で
す
。
国

宝
の
第
一
号
で
あ
る
南
大
門

の
ま
わ
り
に
店
が
並
び
、
昼
下

が
り
は
最
も
賑
わ
う
時
間
帯
で

す
。「
食
堂
街
」で
は
ビ
ビ
ン
パ
、

ト
ッ
ポ
ギ
、
ソ
ル
ト
ン
タ
ン
な

ど
の
料
理
を
そ
の
場
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
料
品
、

衣
料
品
、
雑
貨
ま
で
値
札
の
な

い
商
品
を
値
切
り
な
が
ら
街
を

探
索
す
る
と
面
白
い
か
も
。

景福宮

食（トッポギ）

南大門市場

伝統舞踊

運航曜日
毎日

機　材
A320（141席）

茨城着
12：00

ソウル（仁川）発
10：00

便　名
OZ168

運航曜日
毎日

機　材
A320（141席）

ソウル（仁川）着
15：20

茨城発
13：00

便　名
OZ167

●アシアナ空港　運航スケジュール●

（第２回ゆめ未来芸術展より）

２路線就航 ■茨城⇆ソウル（毎日運航）
■茨城⇆釜山（開港数カ月後、週３便程度運航）

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

子どもたちの
夢がいっぱい

茨城空港発着ここがうれしい!!

ま
ず
は
、
韓
国
を
楽
し
も
う
!
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Q
韓
国
は
寒
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
気
候
は
?

A 

日
本
と
同
じ
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
四
季
が
あ
り
ま
す
。

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
梅
雨
も
あ
り
日
本
と
ほ
ぼ

同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
日
本
よ
り
少

し
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
冬
は
冷
え
込
む
の
が
特
徴
。

Q
時
差
は
あ
る
の
?

A  

日
本
と
の
時
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
よ
り
少
し
西
に

あ
る
の
で
日
の
出
と
日
没
が
少
し
遅
い
で
す
。

Q
公
用
語
は
? 

A  

韓
国
の
公
用
語
は
ハ
ン
グ
ル
語
で
す
。「
ハ
ン
」は「
偉
大

な
」、「
グ
ル
」は「
文
字
」と
い
う
意
味
で
、「
偉
大
な
文
字
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
（
覚
え
て
お
く
と
い
い
韓
国
語
）

　
　

・
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ

　
　
　
（
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、
こ
ん
ば
ん
は
）

　
　

・
カ
ム
サ
ハ
ム
ミ
ダ（
あ
り
が
と
う
）

　
　

・
ヨ
ギ
ヌ
ン 

オ
デ
イ
エ
ヨ （
こ
こ
は
ど
こ
で
す
か
?
）

　
　

・
オ
ル
マ
エ
ヨ （
い
く
ら
で
す
か
?
）

　
　

・
チ
ョ
ン
マ
ル 

マ
シ
ソ
ッ
ソ
ヨ（
お
い
し
か
っ
た
で
す
） 

　
　

・
ネ
ー
／
ア
ニ
ョ（
は
い
／
い
い
） 

　
　

・
チ
ェ
ソ
ン
ハ
ム
ミ
ダ（
ご
め
ん
な
さ
い
）

Q
通
貨
は
? 

A  

韓
国
の
通
貨
は
ウ
ォ
ン（
W
）で
す
。

　

 

1
0
0
W
＝
約
11
円
で
す
。

　

＊ 

レ
ー
ト
は
市
内
両
替
所
↓
銀
行
↓
空
港
↓
ホ
テ
ル
の
順

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
分
を
空
港
で
、
そ
の

他
は
市
内
両
替
所
が
安
く
つ
き
ま
す
。

Q
道
路
は
?

A
車
は
右
側
通
行
、
人
は
左
側
通
行
で
日
本
と
逆
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
の
12
月
、

市
民
に
空
港
を
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、「
小
美
玉
市
民
の
翼
事

業
」で
韓
国（
ソ
ウ
ル
）行
き

５
便
、
台
湾（
タ
イ
ペ
イ
）行

き
１
便
、
併
せ
て
６
便
の
参

加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

４
８
６
名
か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
市
内
各
種
団

体
の
代
表
か
ら
な
る「
小
美
玉

市
民
の
翼
実
行
委
員
会
」（
委

員
長
‥
飯
島
利
武
市
茨
城
空

港
利
用
促
進
協
議
会
会
長
）

に
お
い
て
、
事
業
計
画
や
選

考
方
法
等
を
決
定
し
、
１
月

18
日
の
第
３
回
委
員
会
で
鶴

町
副
市
長
立
会
い
の
も
と
、

委
員
に
よ
る
厳
正
な
抽
選
を

行
い
、
参
加
す
る
３
１
０
名

（
市
代
表
等
を
含
む
）が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

平成 22 年 2 月 10 日　広報おみたま

お
隣
、
韓
国
っ
て

ど
ん
な
国
？

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

  

（
乗
り
継
ぎ
）で
世
界
が

さ
ら
に
拡
が
る
!

小美玉市民
の翼事業

※ 

ア
シ
ア
ナ
航
空
の
２
０
１
０
年
３
月
の
時
刻
表
に
よ
る
も
の
。
政
府
許
可
が
前
提
で
あ
り

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

茨城空港開港記念
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★「空の市」を開催します!!
　百里飛行場の民間共用化事業の完成を記念し、３月11日に開港を迎える茨城
空港の開港を記念するお祭りとして、観光・物産イベント「空の市」を開催します。

と　　き　３月６日（土）　午前10時～午後３時（雨天決行）
と こ ろ　茨城空港ターミナルビル隣り空港公園予定地
内　　容　1空港周辺７市町によるPRブース（観光と物産）
　　　　　2地元郷土芸能披露
　　　　　3ノブ＆フッキーものまねショー
　　　　　※入場無料。茨城空港の無料駐車場が利用できます。

★霞ヶ浦で七色帆引き船を運行します !!
　霞ヶ浦の観光アイテムを代表する七色帆引き船を運行し、茨城空港開港を記念
したウェルカム・セイリングを行います。ぜひ、ご観覧ください。

と　　き　３月11日（木）、13日（土）、14日（日）
　　　　　午前11時 40分～、午後１時～、午後３時～（１日３回運行）
と こ ろ　霞ヶ浦高浜入湖上
　　　　　（小美玉市、石岡市、笠間市、かすみがうら市、行方市湖岸眺望）
問い合わせ　行方市観光協会（行方市商工観光課内）　☎0291－35－2111
主　　催　茨城空港周辺地域資源活用推進連絡会、小美玉市
　　　　　（石岡市、笠間市、かすみがうら市、行方市、鉾田市、小美玉市、茨城町で構成）

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
海
外
に
出
る
際
に
必
ず
必
要
な
も
の
で
す
。
急
に
お
友
達
に
誘
わ

れ
て
、「
私
、
パ
ス
ポ
ー
ト
持
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
よ
う
」と
困
ら
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
!

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
市
役
所（
本
庁
舎
）市
民
課
の
申
請
窓
口
で
発
行
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
戸
籍
謄
本
や
顔
写
真
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
を
確
認
で
き
る
証
明
が
必
要
で

す
。 

パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
有
効
期
限
が
あ
る
の
で
、
期
限
が
切
れ
そ
う
な
と
き
や
切
れ
た

と
き
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　
【
対
象
者
】　

小
美
玉
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

　
【
申
請
受
付
】　

市
役
所
市
民
課 

　
　
　
　
　
　
　

月
〜
金
曜
日（
土
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
な
ど
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。） 

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

■
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
必
要
な
経
費

　

経
費
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
受
取
り
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
有
効

期
間
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り
、
金
額
は
収
入
証
紙
と
収
入
印
紙
で
支
払
い
ま
す
。（
※
収

入
印
紙
と
収
入
証
紙
は
、
市
民
課
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。）金
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
小
川
・
玉
里
総
合
支
所
で
の
取
扱
い
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
【
必
要
書
類
】　 

一
般
旅
券
発
給
申
請
書
・
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
１
通
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）、写
真
１
枚
（
縦
45
㎜
×
横
35
㎜
、

無
背
景
、
無
帽
、
正
面
向
き
で
６
カ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
）

・
有
効
期
間
10
年
間（
20
歳
以
上
）…
…
…
…
…
計
１
６
，０
０
０
円

・
有
効
期
間
５
年
間（
12
歳
以
上
）…
…
…
…
…
計
１
１
，０
０
０
円

・
有
効
期
間
５
年
間（
12
歳
未
満
）…
…
…
…
…
…
計
６
，０
０
０
円

　

20
歳
未
満
の
場
合
、
有
効
期
間
が
５
年
間
の
パ
ス
ポ
ー
ト
し
か
申
請
で
き
ま
せ
ん
。 

20
歳
以
上
の
場
合
は
10
年
と
５
年
が
選
べ
ま
す
が
、10
年
の
方
が
割
安
で
す
。 

し
か
し
、

割
安
だ
か
ら
と
い
っ
て
10
年
を
申
請
し
た
け
れ
ど
も
、
１
度
だ
け
使
っ
て
あ
と
は
外
国

に
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
実
例
も
あ
る
の
で
、 

ど
ち
ら
が
必
要
か
は
ご
判
断
を
。

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領

　

パ
ス
ポ
ー
ト
受
取
り
ま
で
の
期
間
は
、
申
請
日
か
ら
８
日
目
以
降（
土
・
日
曜
、
祝
・

休
日
、年
末
年
始
は
日
数
に
含
め
ま
せ
ん
）に
な
り
ま
す
。旅
行
の
日
程
が
決
ま
っ
た
ら
、

余
裕
を
持
っ
て
早
目
に
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　

・
月
〜
金
曜
日（
土
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
な
ど
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。） 

　

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分（
※
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
は
、
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.om

itam
a.lg.jp/kurasu/

shim
in_seikatsu/pasport.htm

l

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

お越しください!!開港記念イベント

さ
あ
!
海
外
に
出
か
け
よ
う
!

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
は
お
済
み
で
す
か
・
・
・
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現
在
、
本
市
に
は
小
川
消
防
団
、

美
野
里
消
防
団
、
玉
里
消
防
団
の

3
つ
の
消
防
団
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

火
災
や
洪
水
を
は
じ
め
災
害
か
ら

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
消

防
団
は
、
各
消
防
団
と
も
昭
和
30
年

代
に
発
足
し
50
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
消
防
団
員
は
、
災
害
時
の
現

場
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
平
常
時

に
あ
っ
て
も
、
火
災
予
防
や
消
防
施

設
・
設
備
の
維
持
管
理
な
ど
の
献

身
的
な
消
防
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

大
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測

で
き
ま
せ
ん
。
大
規
模
災
害
の
発
生

時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
新
た
な
組

織
体
制
と
し
て
、
現
在
あ
る
３
つ
の

消
防
団
を
統
合
し
、「
小
美
玉
市
消

防
団
」に
一
本
化
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
統
合
と
併
せ
て
分
団
数
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
33
分
団
を

19
分
団
に
統
合
し
ま
す
。
分
団
の
名

称
お
よ
び
担
当
区
域
は
次
の
と
お
り

で
す
。

現在の分団名 消防団統合後の分団名 分団の担当区域

美野里消防団第１分団 小美玉市消防団第１分団
堅倉・大曲・仲丸・西明地・柴高・上鶴田・
下鶴田・長砂・三箇

美野里消防団第２分団 小美玉市消防団第２分団
竹原・竹原下郷・中野谷・上馬場・竹原
中郷・小曽納・花野井・中台・希望ヶ丘・
大谷（県道東側）※²

美野里消防団第３分団 小美玉市消防団第３分団
大谷（県道西側）※²・金谷久保・十二所・
高場・羽鳥・脇山・花館・駅前・東平・旭・
羽刈前・羽鳥市営住宅・中峰

美野里消防団第４分団 小美玉市消防団第４分団
張星・部室・納場・江戸・江戸住宅・羽刈・
五万堀・北浦・高田・手堤・大笹・寺崎

美野里消防団第５分団 小美玉市消防団第５分団
小岩戸・上小岩戸・西郷地・先後・橋場美・
清風台

小川消防団第１分団

小美玉市消防団第６分団
本田町・中田宿・大町・川岸・横町・橋向・
坂上・坂下・二本松・下馬場・小塙

小川消防団第２分団 ※¹

小川消防団第３分団

小川消防団第４分団

小川消防団第２分団 ※¹

小美玉市消防団第７分団 立延・中根・下田（一）・下田（二）・宮田小川消防団第５分団

小川消防団第６分団

小川消防団第７分団
小美玉市消防団第８分団

稲荷坪・野田本田・新林・野田古新田・
隠谷・鷺沼・伏沼小川消防団第８分団

分団統合内容および担当する区域

平成 22年 2月 10日　広報おみたま

４
月
１
日
か
ら

　

消
防
団
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

　

消
防
団
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
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現在の分団名 消防団統合後の分団名 分団の担当区域

小川消防団第９分団
小美玉市消防団第９分団 世楽・佐才・上吉影・前原

小川消防団第 10分団

小川消防団第 11分団 小美玉市消防団第 10分団 飯前・上合・前野・百里自営

小川消防団第 12分団
小美玉市消防団第 11分団

宿・下吉影荒地・下吉影本田・貝谷・下
吉影南原・下吉影古新田小川消防団第 13分団

小川消防団第 14分団
小美玉市消防団第 12分団 与沢・倉数川前・倉数川向・与沢百里

小川消防団第 15分団

小川消防団第 16分団

小美玉市消防団第 13分団
幡谷・川戸・山川・百里開拓・羽木上・
外之内・清水頭・山野・田中台・
小川ニュータウン

小川消防団第 17分団

小川消防団第 18分団

玉里消防団第１分団
小美玉市消防団第 14分団 上高崎・下高崎

玉里消防団第２分団

玉里消防団第３分団
小美玉市消防団第 15分団

玉里中台・松山・第二東宝・大宮・
田木谷駅前玉里消防団第６分団

玉里消防団第４分団
小美玉市消防団第 16分団 田木谷・新田木谷・栗又四ケ・みどり野

玉里消防団第５分団

玉里消防団第７分団
小美玉市消防団第 17分団 岡・川中子

玉里消防団第８分団

玉里消防団第９分団 小美玉市消防団第 18分団 大井戸平山

玉里消防団第 10分団 小美玉市消防団第 19分団
第三東宝・玉里団地・野村田池・
新高浜第一・新高浜第二

※１　 小川消防団第２分団が担当していた区域のうち、坂上区・坂下区・二本松区については小美玉市消防団第６分団が、
立延区については小美玉市消防団第 7分団がそれぞれ担当します。

※２　 大谷区については、主要地方道石岡城里線を境界として東側を小美玉市消防団第２分団が、西側を小美玉市消防
団第３分団がそれぞれ担当します。

問い合わせ 小美玉市消防本部　総務課　地域消防係　☎５８－４５４１

　

小
美
玉
市
消
防
団
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

普
及
宣
伝
と
地
域
の
消
防
団
活
動
の

活
性
化
を
目
的
に
助
成
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事

業
」を
活
用
し
、
地
域
の
防
災
訓
練

等
に
使
用
で
き
る
煙
体
験
ハ
ウ
ス
お

よ
び
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
を
購
入
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
火
災
発
生
時
の
煙

の
怖
さ
を
習
得
し
避
難
の
仕
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
防
火
意
識
の
高
揚
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

広報おみたま　平成 22年 2月 10日
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【
退
職
消
防
団
員
報
償
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

　

元
小
川
消
防
団　

第
７
分
団

　
　

分
団
長　
　

飯
田　
　

浩

　
　

分
団
長　
　

長
谷
部　

靖

　
　

副
分
団
長　
　

中
村　

正
之

　
　

副
分
団
長　
　

坂
井　

和
夫

　

第
８
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

藤
井　

智
則

　
　

部　
　

長　
　

藤
井　
　

寿

　

第
13
分
団

　
　

分
団
長　
　

小
野　

正
弘

　
　

分
団
長　
　

濱
内　

克
明

　

第
14
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

高
塚　
　

一

　

第
15
分
団

　
　

分
団
長　
　

笹
目　

浩
之

元
玉
里
消
防
団　

第
１
分
団

　
　

分
団
長　
　

笹
目　

憲
司

　

第
３
分
団

　
　

分
団
長　
　

鈴
木　

光
男

　

第
７
分
団

　
　

分
団
長　
　

西
村　

浩
一

　
　

分
団
長　
　

貝
塚　
　

勇

　

第
８
分
団

　
　

分
団
長　
　

久
保
田
栄
一

　

第
10
分
団

　
　

分
団
長　
　

朝
倉　

伸
司

○ 

茨
城
県
知
事
・
茨
城
県
消
防
協

会
長
連
名
表
彰

　

元
小
川
消
防
団　

第
１
分
団

　
　

分
団
長　
　

長
谷
川
恵
造

　

第
９
分
団

　
　

分
団
長　
　

大
貫　

祐
司

　
　

分
団
長　
　

井
坂　

健
一

　

第
15
分
団

　
　

班　
　

長　
　

菅
井　

隆
道

　

第
16
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

服
部　

淳
一

　
　

副
分
団
長　
　

堺　
　
　

博

　
　

団　
　

員　
　

倉
田　
　

卓

　

第
17
分
団

　
　

分
団
長　
　

佐
伯　
　

正

　

元
玉
里
消
防
団　

第
４
分
団

　
　

団　
　

員　
　

藤
井　

一
恵

　

第
10
分
団

　
　

団　
　

員　
　

高
橋　

良
平

【
消
防
機
関
お
よ
び
消
防
団
員
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

玉
里
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

矢
口　

明
良

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
章

　

美
野
里
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

磯
辺　
　

隆

・
勤
続
章

　

玉
里
消
防
団

　
　

副
団
長　
　

原
田　

静
男

・
精
績
章

　

美
野
里
消
防
団

　
　

副
本
部
長　
　

桜
井　
　

浩

○
茨
城
県
知
事
表
彰

・
優
良
消
防
機
関

　

小
川
消
防
団

・
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
勤
続
）

　

小
川
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

長
島　

正
文

・
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
勤
続
）

　

玉
里
消
防
団　

第
３
分
団

　
　

団　
　

員　
　

中
山
庄
一
郎

・
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
勤
続
）

　

小
川
消
防
団　

第
６
分
団

　
　

団　
　

員　
　

髙
林　

直
樹

　

第
15
分
団

　
　

団　
　

員　
　

山
下　

一
男

　

美
野
里
消
防
団
企
画
部

　
　

班　
　

長　
　

安
達　

好
蔵

　

第
２
分
団

　
　

班　
　

長　
　

吉
野　

弘
信

　

第
３
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

長
谷
川
和
宏

　
　

部　
　

長　
　

真
家　

英
明

　
　

団　
　

員　
　

野
口　
　

一

　

第
４
分
団

　
　

分
団
長　
　

小
林　

修
一

　
　

副
分
団
長　
　

風
野　

寿
夫

　
　

部　
　

長　
　

柳
田　

一
実

　
　

団　
　

員　
　

加
藤　

康
志

　
　

団　
　

員　
　

小
林　

健
一

　

第
５
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

皆
藤　

泰
孝

　
　

玉
里
消
防
団
第
４
分
団

　
　

団　
　

員　
　

堀
米　

武
雄

○
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
優
良
分
団
表
彰

　

小
川
消
防
団　

第
６
分
団

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

玉
里
消
防
団　

第
３
分
団

　
　

団　
　

員　
　

中
山
庄
一
郎

・
功
労
章

　

美
野
里
消
防
団
指
導
部

　
　

部　
　

長　
　

井
坂　
　

淳

○ 

茨
城
県
消
防
協
会
県
央
支
部
長

表
彰

・
優
良
団
員
表
彰

　

小
川
消
防
団　

第
２
分
団

　
　

分
団
長　
　

湯
原　

聖
秀

　

第
３
分
団

　
　

分
団
長　
　

香
取　

憲
一

　
　

副
分
団
長　
　

島
田　

勝
巳

　
　

団　
　

員　
　

石
橋　

喜
一

　

第
４
分
団

　
　

班　
　

長　
　

古
渡　

啓
一

　

第
５
分
団

　
　

班　
　

長　
　

寺
内　

和
義

　
　

団　
　

員　
　

井
坂　

隆
史

　
　

団　
　

員　
　

茅
場　

貴
志

　
　

団　
　

員　
　

飯
島　

一
宏

　
　

団　
　

員　
　

飯
塚　

健
一

　

第
６
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

宮
窪　

孝
則

　
　

団　
　

員　
　

岩
城　

博
括

　

第
８
分
団

　
　

部　
　

長　
　

山
口　
　

強

　
　

部　
　

長　
　

川
崎　

政
人

　
　

班　
　

長　
　

大
野　
　

博

　

第
10
分
団

　
　

団　
　

員　
　

森
島　

研
二

　
　

団　
　

員　
　

鬼
澤　

吉
行

　

第
11
分
団

　
　

分
団
長　
　

佐
川　
　

光

　
　

副
分
団
長　
　

廣
瀬　

茂
男

　
　

部　
　

長　
　

鈴
木　

伸
也

　
　

部　
　

長　
　

石
黒　
　

良

　

第
13
分
団

　
　

部　
　

長　
　

高
木　
　

実

　

第
14
分
団

　
　

部　
　

長　
　

長
島　

秀
行

　
　

団　
　

員　
　

立
花　

伸
一

　

第
15
分
団

　
　

班　
　

長　
　

近
藤　

修
一

　

第
17
分
団

　
　

分
団
長　
　

谷
中　

敏
夫

　

第
18
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

宮
内　

亨
良

　

美
野
里
消
防
団　

第
３
分
団

　
　

団　
　

員　
　

藤
井　
　

豊

　

第
５
分
団

　
　

団　
　

員　
　

君
山　

純
一

　

玉
里
消
防
団　

第
１
分
団

　
　

分
団
長　
　

長
津　

隆
行

　

第
２
分
団

　
　

分
団
長　
　

羽
鳥　

勝
彦

　

第
６
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

大
枝　

秀
安

　

第
８
分
団

　
　

班　
　

長　
　

福
田　

敏
行

　

第
９
分
団

　
　

団　
　

員　
　

野
口　

信
彦

　
　

団　
　

員　
　

久
保
田
拓
朗

　

第
10
分
団

　
　

団　
　

員　
　

小
沼　

朋
彦

○
小
美
玉
市
消
防
長
表
彰

・
永
年
勤
続
賞

　

小
川
消
防
団　

第
１
分
団

　
　

部　
　

長　
　

長
谷
川　

幹

　

第
２
分
団

　
　

団　
　

員　
　

川
崎　

裕
二

　

第
３
分
団

　
　

部　
　

長　
　

谷
島　

義
和

　

第
９
分
団

　
　

団　
　

員　
　

伊
藤　
　

亘

　
　

団　
　

員　
　

高
野　
　

進

　

第
10
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

田
口　

英
一

　

第
11
分
団

　
　

団　
　

員　
　

齊
藤　

宏
明

　

第
14
分
団

　
　

団　
　

員　
　

岡
部　
　

司

　
　

団　
　

員　
　

浅
野　

克
弘

　

第
18
分
団

　
　

分
団
長　
　

小
沼　

正
人

　
　

部　
　

長　
　

代
々
木　

孝

　
　

班　
　

長　
　

大
山　

広
行

　

美
野
里
消
防
団　

第
１
分
団

　
　

団　
　

員　
　

桑
原　

典
明

　
　

団　
　

員　
　

須
貝　

健
一

　

玉
里
消
防
団　

第
２
分
団

　
　

団　
　

員　
　

小
嶋　

隆
行

　

第
３
分
団

　
　

団　
　

員　
　

笹
目　

和
美

　
　

団　
　

員　
　

戸
田　

見
良

　

第
４
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

市
原　

伸
一

　

第
５
分
団

　
　

副
分
団
長　
　

中
嶌　
　

剛

　
　

団　
　

員　
　

大
関　

秀
之

　
　

団　
　

員　
　

笹
目　

喜
之

　

第
６
分
団

　
　

団　
　

員　
　

荒
井　
　

敦

　

第
７
分
団

　
　

部　
　

長　
　

石
橋　

浩
志

　

第
９
分
団

　
　

団　
　

員　
　

山
口　

恵
一

○
小
美
玉
市
連
合
消
防
団
長
表
彰

・ 

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
出

場
選
手
表
彰

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

美
野
里
消
防
団　

第
５
分
団

　
　

指
揮
者　
　

皆
藤　
　

明

　
　

１
番
員　
　

三
輪
野
竜
一
郎

　
　

２
番
員　
　

皆
藤　

純
一

　
　

３
番
員　
　

森
江　

浩
二

　
　

４
番
員　
　

君
山　
　

明

　
　

補
助
員　
　

杉
山　

道
夫

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

玉
里
消
防
団　

第
８
分
団

　
　

指
揮
者　
　

上
田　

哲
大

　
　

１
番
員　
　

福
田　

和
好

　
　

２
番
員　
　

岡
野　

知
一

　
　

３
番
員　
　

今
泉　

修
治

　
　

補
助
員　
　

北
川　

耕
二

・
優
良
分
団
表
彰

　

小
川
消
防
団　

第
８
分
団

　

美
野
里
消
防
団　

第
３
分
団

　

玉
里
消
防
団　

第
９
分
団

　

１
月
９
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
を
会
場
に
、
平
成
22
年

小
美
玉
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
全
消
防
団
員
が
午
前
７
時
の
召

集
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
同
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、
消
防
団
員
の
消
防
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

防
災
・
防
火
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
出
場
人
員
報
告
、
服
装
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
、
功
労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

高
崎
地
内
霞
ヶ
浦
堤
防
に
て
放
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 22年 2月 10日　広報おみたま

小
美
玉
市
消
防
出
初
式

小
美
玉
市
消
防
出
初
式

小
美
玉
市
消
防
出
初
式

小
美
玉
市
消
防
出
初
式
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12
月
25
日
、
青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市

民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長
会
主
催
の
「
第

3
回
子
ど
も
議
会
」
が
小
美
玉
市
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

市
政
の
仕
組
み
と
議
会
の
活
動
を
理
解
し
、

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
関
心
を
も
つ
と
共

に
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言
な

ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
12
の
小
学
校
か
ら
の
代
表
者
24
名
が

子
ど
も
議
員
と
し
て
立
派
に
意
見
や
要
望
等

を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
前
半
を
羽
鳥
小
学
校
の
谷
田
部
は
や
か
さ
ん
、
後
半
を
玉
里
北
小

学
校
の
吉
川
輝
さ
ん
が
堂
々
と
務
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

茨
城
空
港
を
中
心
と
し
た
小
美
玉
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
に
つ
い
て

　

来
年
3
月
11
日
に
、
茨
城
空
港
の

開
港
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
茨
城
県
や
小
美
玉
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
大
き
な
一
つ
の
か
ぎ
と
な
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

茨
城
空
港
は
、
こ
れ
か
ら
の
小
美

玉
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱

の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

人
々
が
楽
し
く
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と

の
で
き
る
市
へ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
市
へ
、
そ
し
て
世
界
と
つ
な
が
る

市
へ
、
茨
城
空
港
が
こ
れ
か
ら
の
小

美
玉
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
小
美
玉
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
、
既
に
目
に
見
え
る
形
と
し
て

市
内
の
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
が
家
族
で
出
か
け
る
と
き

に
、
新
し
い
道
路
が
つ
く
ら
れ
て
い

た
り
、
道
路
が
広
く
な
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
一
番
最
初
に
茨
城
空
港

に
関
連
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

私
が
見
つ
け
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
身
近
な
変
化
に
今
後
の
大
き

な
期
待
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
美
玉
市
が
行
っ
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
産
業
の
発
展

の
た
め
に
工
業
団
地
を
つ
く
っ
た
り
、

市
の
施
設
を
新
し
く
し
た
り
、
小
美

玉
市
の
観
光
を
P
R
し
た
り
と
、
小

美
玉
市
の
発
展
、
活
性
化
に
つ
な
げ

る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
将
来
の
小
美
玉
市
の
様
子

を
想
像
す
る
だ
け
で
も
胸
踊
る
気
持

ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
小
美
玉
市
の

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

茨
城
空
港
を
中
心
と
し
た
小
美
玉

市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
産
業
の
発
展
、
交
通
網
の
整
備
、

居
住
環
境
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
茨
城
空
港
を
中
心
と
し
た

小
美
玉
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
も
小
美
玉
市
の
市
民
と
し
て
、
自

分
た
ち
の
市
の
よ
り
よ
い
発
展
の
た

め
に
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
市
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
つ
い
て

　

最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
末
に
、
青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の
会
か
ら
発
行

さ
れ
ま
す
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
内
の
図
書
室
・
図
書
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

堅倉小学校
中山 和 議員

堅倉小学校
三代川千波議員

C
M
、
新
聞
等
で
ポ
イ
捨
て
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
し

ま
す
が
、
私
が
犬
の
散
歩
を
し
て
い

る
と
き
も
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
あ
た

り
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
ご
み
の
種
類
は
、
空
き

缶
や
雑
誌
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
な
ど
、
日
常
生
活
に
か
か

わ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
中
に
は
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
ガ
ラ
ス
の
破
片

な
ど
も
あ
り
、
も
し
自
分
の
家
の
犬

や
ほ
か
の
家
の
ペ
ッ
ト
が
ガ
ラ
ス
を

踏
ん
で
足
を
け
が
し
て
し
ま
っ
た

り
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
食
べ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
ら
と
思
う
と
不
安
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
私

た
ち
が
住
ん
で
い
る
大
好
き
な
小
美

玉
市
が
汚
れ
て
い
る
の
は
、
気
持
ち

が
悪
い
し
、
と
て
も
嫌
で
す
。
市

全
体
が
き
れ
い
だ
と
気
持
ち
が
い
い

し
、
み
ん
な
も
自
然
に
笑
顔
に
な
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
市
で
の
清
掃
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
れ
ば
、
ご
み
を
捨
て
て
は

い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、

ポ
イ
捨
て
も
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
市
で
は
、
市
の
清
掃
活
動
等
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
そ
の
活
動
内
容
は
ど

ん
な
も
の
で
す
か
、
教
え
て
く
だ
さ

い
。

■
竹
原
小
学
校
の
靴
箱
の
改
善
に
つ
い
て

　

私
が
毎
朝
元
気
に
登
校
し
た
と
き

に
、
ま
ず
一
番
最
初
に
目
に
す
る
の

が
自
分
た
ち
の
使
う
靴
箱
で
す
。
私

た
ち
の
学
校
の
靴
箱
は
、
昇
降
口
の

外
に
あ
り
ま
す
。
靴
箱
と
靴
箱
が
向

か
い
合
っ
て
い
て
、
そ
の
間
隔
が
狭

い
の
で
、
毎
日
と
て
も
混
雑
し
て
い

ま
す
。
屋
根
は
つ
い
て
い
る
の
で
す

が
、
靴
を
一
度
に
何
人
も
入
れ
か
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
雨
の
日
に
は
傘
を
差
し
た
ま
ま

外
で
何
分
も
待
っ
て
い
て
、
靴
を
と

る
ま
で
に
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
同
時
に
、
雨
が
強
い

日
な
ど
は
、
着
て
い
る
服
が
さ
ら
に

ぬ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
た
ち
の
靴
箱
は
全
学
年
、

木
で
で
き
て
い
ま
す
。
一
見
、
木
で

で
き
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
で
す
が
、

と
て
も
長
い
年
月
が
た
っ
て
い
る
た

め
に
、
上
履
き
を
入
れ
る
敷
板
が
割

れ
た
り
、
欠
け
た
り
、
な
く
な
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
び
に
先
生

方
が
木
を
切
っ
て
つ
く
っ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
後
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
私
た
ち
の
靴
箱
に
は

難
点
が
あ
り
ま
す
。
1
・
2
年
生
の

こ
ろ
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
5
・
6
年
生
に
な
っ
て
初
め
て

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
外
で
履
い
て
い
る
靴
は
楽
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、

学
年
が
上
が
り
足
も
大
き
く
な
る

と
、
上
履
き
を
入
れ
る
敷
板
の
上
に

は
上
履
き
が
入
れ
に
く
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
足
の
大

き
い
人
は
名
前
の
順
番
に
入
れ
る
の

竹原小学校
坪井美奈子議員

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

第
３
回 

子
ど
も
議
会
を
開
催
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で
は
な
く
、
先
生
た
ち
が
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
日
、
私
た
ち
の
竹
原
小
学
校
の

全
児
童
が
使
用
す
る
靴
箱
、
朝
、
一

番
最
初
に
目
に
し
、
一
日
じ
ゅ
う
使

用
す
る
靴
箱
を
よ
り
使
い
や
す
く
、

私
た
ち
の
体
に
合
っ
た
も
の
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

学
区
内
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

　

現
在
、
私
た
ち
は
学
校
の
登
下
校

を
班
ご
と
に
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も

安
全
に
気
を
つ
け
て
歩
い
て
い
る
の

で
す
が
、
歩
く
場
所
や
地
区
に
よ
っ

て
は
と
て
も
危
険
な
場
所
も
あ
り
ま

す
。
来
年
3
月
に
茨
城
空
港
が
開
港

し
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
最
近
学

区
内
の
道
路
が
と
て
も
広
く
な
り
、

自
動
車
が
走
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。と
て
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、

走
り
や
す
く
な
り
す
ぎ
て
ス
ピ
ー
ド

を
出
す
自
動
車
が
多
く
な
り
、
交
差

点
や
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
に
怖
い

思
い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
実
際
あ

り
ま
す
。
開
港
後
は
、
さ
ら
に
交
通

量
が
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
と
て
も
不
安
で
す
。

　

反
面
、
そ
う
い
っ
た
広
い
道
路
か

ら
少
し
離
れ
る
と
狭
い
道
路
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
街
灯
も
な

く
、
昼
で
も
茂
み
に
囲
ま
れ
て
薄

暗
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で

す
。私
の
友
達
の
中
に
は
、そ
う
い
っ

た
道
路
を
通
学
路
に
し
て
片
道
1
時

間
近
く
歩
く
人
も
い
ま
す
。

　

学
区
内
に
は
危
険
な
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
不
審
者
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
気
を

つ
け
て
い
る
の
で
す
が
、
小
美
玉
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
立

て
て
い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
お
よ
び
町
お
こ

し
の
計
画
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
上
吉
影
小
学
校
で
は
、

6
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

都
道
府
県
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
各
都
道
府
県
を
調
べ
て
い

る
と
、
よ
く
そ
の
地
域
の
名
産
品
な

ど
を
P
R
し
た
り
、
ま
ち
お
こ
し
を

す
る
た
め
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
呼

ば
れ
る
着
ぐ
る
み
が
登
場
し
ま
す
。

現
在
で
は
、
ど
の
都
道
府
県
に
も

存
在
し
て
い
て
、
茨
城
県
に
も
水
戸

黄
門
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
い
ま
す
。
そ
の
学
習
を
も
と

に
し
て
、
先
日
の
学
習
発
表
で
は
、

「
全
国
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

僕
た
ち
も
各
地
の
名
産
品
を
取
り
入

れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
実
際
に
つ
く
っ

て
発
表
し
ま
し
た
。
と
て
も
お
も
し

ろ
い
発
表
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
が
知
っ
て
い
る
小
美
玉
市
の
名

物
と
し
て
は
、
ニ
ラ
な
ど
の
野
菜
や

全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
小
美
玉
プ
リ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
3
月
に
開
港
す
る
茨
城

空
港
も
こ
れ
か
ら
の
名
物
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
名
物
を
取

り
入
れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
つ
く
る
計

画
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
か

ら
も
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ

く
っ
て
、
小
美
玉
市
を
も
っ
と
有
名

に
し
た
い
と
僕
は
考
え
て
い
ま
す
。

小
美
玉
市
と
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

募
集
な
ど
の
計
画
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
ほ
か
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で

ま
ち
お
こ
し
を
考
え
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

野
田
小
学
校
の
校
舎
建
て
か
え
に

つ
い
て

　

私
た
ち
の
通
う
野
田
小
学
校
は
校

舎
が
と
て
も
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。

壁
が
た
く
さ
ん
は
が
れ
落
ち
て
い
た

り
、
屋
上
の
手
す
り
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

だ
っ
た
り
、
大
雨
の
と
き
な
ど
は
雨

漏
り
も
し
ま
す
。
も
し
も
大
き
な
地

震
が
来
た
と
き
に
は
崩
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
外
国
で
大
き
な
地
震

で
校
舎
が
崩
れ
て
子
供
が
下
敷
き
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
も
し
も
私
た

ち
が
こ
う
な
っ
た
ら
と
思
う
と
、
と

上吉影小学校
田山 晃議員

て
も
怖
く
な
り
ま
す
。

　

野
田
小
学
校
で
は
避
難
訓
練
を
し

て
、
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
素
早

く
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
練
習
し
て
い

ま
す
が
、
非
常
階
段
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で

危
険
な
た
め
、
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
幾
ら
訓
練
を

し
て
い
て
も
、
本
当
に
大
き
な
地
震

な
ど
が
起
き
た
ら
逃
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
校
舎
が
崩

れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
も
う
遅

い
と
思
い
ま
す
。

　

野
田
小
学
校
は
、
建
て
ら
れ
て
か

ら
40
年
も
た
っ
て
い
て
、
前
か
ら

ず
っ
と
建
て
か
え
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
北
中
学
校
や
堅
倉
小

学
校
は
、
建
て
か
え
ら
れ
る
予
定
が

あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ぜ

ひ
野
田
小
学
校
も
建
て
か
え
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
私

た
ち
は
も
う
卒
業
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
在
校
生
の
た

め
に
も
、
安
心
し
て
勉
強
に
取
り
組

め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■ 

野
田
地
区
の
バ
ス
の
運
行
改
善
に

つ
い
て

　

私
た
ち
の
野
田
地
区
に
は
、
昔
の

小
川
駅
か
ら
水
戸
方
面
へ
の
関
東
鉄

道
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
1
日

に
数
本
し
か
走
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近

所
で
高
校
生
を
持
つ
家
庭
の
話
を
聞

く
と
、
ど
の
家
で
も
子
ど
も
が
高
校

生
に
な
る
と
茨
城
町
の
奥
谷
の
バ
ス

停
や
常
磐
線
の
羽
鳥
駅
や
高
浜
駅

へ
、
朝
夕
の
送
り
迎
え
で
と
て
も
大

変
だ
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

私
た
ち
も
、
あ
と
4
年
後
に
は
高

校
生
に
な
り
ま
す
。
来
年
3
月
に
は

茨
城
空
港
が
開
港
し
ま
す
が
、
飛
行

場
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
と
一
緒
に
、

も
っ
と
交
通
手
段
が
便
利
に
な
る
よ

う
な
計
画
か
予
定
は
あ
り
ま
す
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
上
水
道
に
つ
い
て

　

僕
は
、
4
年
生
の
と
き
に
社
会
科

の
学
習
で
、
小
美
玉
市
は
水
資
源
に

恵
ま
れ
た
地
区
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
実
際
、
小
美
玉
市
の
よ
う

に
地
下
水
に
多
少
の
処
理
を
し
た
だ

け
で
水
道
水
を
供
給
で
き
る
市
町
村

は
少
な
い
そ
う
で
す
。
た
だ
、
最
近

の
市
の
様
子
を
見
る
と
、
各
地
区
で

い
ろ
い
ろ
な
開
発
が
進
む
一
方
、
自

然
環
境
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い

る
の
か
心
配
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
飲
み
水
は
、
僕
た
ち
が
健

康
に
生
活
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
市
と
し
て
、
小
美
玉
市
の
恵
ま

れ
た
水
資
源
を
守
る
た
め
に
具
体
的

に
ど
ん
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

野田小学校
岸下莉子議員

野田小学校
中村愛子議員

小川小学校
堀川浩暉議員

上吉影小学校
本田萌華議員
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ま
た
、
東
京
都
な
ど
は
、
い
ろ
い

ろ
な
努
力
の
結
果
、
水
道
水
が
お
い

し
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
。「
お
い

し
い
水
の
小
美
玉
市
」
な
ん
て
、
ほ

か
の
地
域
の
人
た
ち
に
言
わ
れ
た
ら

う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
美
玉
市
で
は
、
市
民
に

お
い
し
く
安
全
に
安
く
水
を
将
来
も

供
給
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
ん
な
工

夫
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す

か
。

　

以
上
2
点
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ

い
。

■ 

市
民
の
安
全
を
守
る
、
消
防
救
急

に
つ
い
て

　

僕
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

て
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
交
通
事
故
に
遭
っ
て

重
傷
を
負
っ
た
方
を
一
刻
も
早
く

病
院
に
運
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

に
、
肝
心
の
救
急
車
が
別
の
件
で
出

動
し
て
い
て
、
事
故
現
場
へ
の
到
着

が
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
、
別
の
件
で
の

出
動
と
い
う
の
は
、
救
急
車
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
緊
急
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら

に
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
れ
と
同
じ
よ

う
な
残
念
な
出
来
事
が
全
国
各
地
で

幾
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
緊
急
の
患
者
を

病
院
に
運
ぼ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
受

け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
が
見
つ
か
ら

ず
、
病
院
の
お
医
者
さ
ん
に
手
当

て
し
て
も
ら
う
の
に
1
時
間
以
上
か

か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と

き
も
、と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

緊
急
の
と
き
に
、
僕
の
住
ん
で
い
る

小
美
玉
市
は
、
み
ん
な
の
命
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、

不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
小
美
玉
市

で
は
救
急
車
が
適
切
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
ん
で
す
か
。
ま
た
、
僕
ら
の

安
全
を
守
る
た
め
に
医
療
機
関
と
ど

の
よ
う
な
連
携
の
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
の
で
す
か
。
さ
ら
に
、
火
事
な

ど
の
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
で

す
か
。

　

以
上
3
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

竹
原
小
学
校
の
設
備
の
改
善
に
つ
い
て

　

私
は
、
私
た
ち
が
骨
折
な
ど
の
け

が
を
し
た
と
き
に
も
、
学
校
生
活
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
竹
原
小
学

校
の
設
備
を
改
善
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
2
学
期
の
あ
る
日
に
、
大

縄
の
練
習
を
し
て
い
て
、
難
し
い
わ

ざ
に
取
り
組
ん
で
い
た
た
め
に
捻
挫

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
竹
原
小
学
校
は
、
け
が
を
し
て

し
ま
っ
た
後
、
学
校
生
活
が
不
便
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

け
が
を
し
た
と
き
に
不
便
だ
と
感

じ
る
こ
と
は
主
に
3
つ
あ
り
ま
し

た
。

　

1
つ
目
は
階
段
の
手
す
り
に
つ
い

て
で
す
。
私
は
、
け
が
を
し
た
後
、

一
時
松
葉
づ
え
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。私
の
教
室
は
2
階
に
あ
り
ま
す
。

靴
を
や
っ
と
の
こ
と
で
履
き
終
え

て
、
い
ざ
教
室
へ
向
か
お
う
と
す
る

と
、
私
が
上
が
ろ
う
と
す
る
階
段
に

は
手
す
り
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
友
達
に
持
っ

て
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
階
段
を
上
が

ろ
う
と
す
る
と
、手
す
り
が
な
く
て
、

足
に
負
担
が
か
か
る
と
同
時
に
怖
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
手
す

り
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
階
段

に
手
す
り
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
ト
イ
レ
で
す
。
竹
原
小

学
校
に
は
、
現
在
各
棟
ご
と
に
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
6
年

生
の
使
用
す
る
ト
イ
レ
は
す
べ
て
和

式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
け
が
を
し
た

と
き
に
は
和
式
ト
イ
レ
の
場
合
、
足

に
負
担
が
大
き
く
か
か
る
の
で
、
洋

式
ト
イ
レ
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
6
年
生
の

ト
イ
レ
に
も
一
つ
、
洋
式
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

3
つ
目
は
、
車
い
す
の
設
置
や
段

差
を
な
く
す
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の

小川小学校
久保田満議員

竹原小学校
原田成美議員

学
校
に
は
廊
下
が
な
く
、
外
側
の

テ
ラ
ス
を
通
っ
て
教
室
移
動
を
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
雨
天
時
に
は
雨
に

ぬ
れ
や
す
く
、
滑
り
や
す
く
て
と
て

も
危
険
で
す
。
そ
れ
に
、
ほ
か
の
小

学
校
に
比
べ
て
段
差
が
多
い
造
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
松
葉
づ
え
を
使
わ

ず
に
車
い
す
で
移
動
で
き
た
ら
、
と

て
も
生
活
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
段
差
を
減
ら
す
と

同
時
に
、
で
き
れ
ば
各
階
に
車
い
す

を
1
つ
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
け
が
を
し
な
い
こ
と
が

一
番
で
す
が
、
け
が
を
し
て
し
ま
っ

た
人
に
は
と
て
も
大
き
な
問
題
な
の

で
、
ど
ん
な
と
き
に
も
楽
し
く
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

自
然
保
護
の
視
点
か
ら
整
備
す
る

空
港
公
園
の
在
り
方
と
、
河
川
や

湖
沼
の
水
質
改
善
計
画
に
つ
い
て

　

私
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
、
私
た
ち
の
住
む

地
域
の
自
然
環
境
を
見
直
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
家
の
前
に

は
野
村
田
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
池

の
水
は
と
て
も
汚
れ
て
い
て
、
魚
が

す
ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
小
美
玉
市
に
は
、
園
部
川
な
ど

き
れ
い
な
川
が
た
く
さ
ん
流
れ
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
野
村
田
池
は
こ

ん
な
に
汚
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
美
玉
市
で
は

自
然
環
境
の
整
備
の
た
め
に
空
港
公

園
や
空
港
公
園
に
隣
接
す
る
環
境
保

全
型
緑
地
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と

知
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
空
港
公
園
は
、
自
然
保

護
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
公
園

に
す
る
予
定
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
野
村
田
池
の
よ
う
な
水

質
浄
化
が
必
要
と
思
わ
れ
る
河
川
や

湖
沼
が
小
美
玉
市
に
は
ど
れ
く
ら
い

あ
り
、
水
質
改
善
の
た
め
に
今
後
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

■ 

市
の
医
療
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

と
、
休
日
や
深
夜
の
救
急
医
療
体

制
を
強
化
す
る
た
め
の
具
体
的
な

方
法
に
つ
い
て

　

僕
は
、
2
学
期
の
国
語
の
「
み
ん

な
で
生
き
る
町
」
と
い
う
単
元
で
、

福
祉
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
、
小
美
玉
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
と
し
て
小
美
玉
市
総
合
計
画
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の
計
画
を
つ

く
る
に
当
た
っ
て
住
民
意
識
調
査
を

実
施
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

  

そ
の
意
識
調
査
を
見
て
み
る
と
、

「
小
美
玉
市
に
住
み
続
け
た
い
で
す

か
」
と
い
う
質
問
に
、「
住
み
続
け

玉里北小学校
吉川 輝議員

玉里北小学校
先崎皐月議員

広報おみたま　平成 22年 2月 10日
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た
い
」
が
47·

４
％
、「
当
分
住
み

続
け
た
い
」
が
19·

８
％
と
な
っ
て

い
て
、
小
美
玉
市
は
住
み
や
す
い
ま

ち
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

「
住
み
続
け
た
い
理
由
は
何
で
す
か
」

と
い
う
質
問
の
回
答
を
見
て
み
る

と
、「
自
分
の
土
地
や
家
が
あ
る
」

が
65·

４
％
、「
長
年
住
み
な
れ
て

い
る
」が
32·

９
％
と
あ
り
ま
し
た
。

僕
は
、
初
め
小
美
玉
市
の
魅
力
を
感

じ
て
住
み
続
け
た
い
と
い
う
人
が
多

い
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
理
由
を
知
る
と
、
今
ま
で
住
ん
で

き
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
住
み
続
け
た

い
と
い
う
消
極
的
な
理
由
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
医

療
施
設
が
整
っ
て
い
る
」
が
１
％
、

「
公
共
施
設
が
整
っ
て
い
る
」
が
０·

７
％
と
い
う
よ
う
に
、
福
祉
に
関
し

て
満
足
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
休
日
診
療
の

当
番
医
を
調
べ
て
み
る
と
、
11
月
23

日
が
市
内
の
石
岡
脳
神
経
外
科
病
院

に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外

は
石
岡
市
内
の
病
院
で
し
た
。
休
日

診
療
に
行
く
の
は
緊
急
の
場
合
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
市
内

に
休
日
診
療
を
行
う
病
院
が
も
っ
と

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
市
の
医
療
に
関

す
る
計
画
の
中
で
、
特
に
休
日
や
深

夜
の
緊
急
医
療
体
制
を
強
化
す
る
た

め
に
具
体
的
な
方
法
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

■
整
備
の
整
っ
た
市
の
図
書
館
に
つ
い
て

　

私
が
住
ん
で
い
る
玉
里
地
区
に

は
、
公
民
館
の
中
に
図
書
館
が
あ
り

ま
す
。
学
区
内
に
あ
っ
て
自
転
車
で

行
け
る
範
囲
な
の
で
、
図
書
館
の
中

は
き
れ
い
だ
し
、
室
温
も
管
理
さ
れ

て
い
る
の
で
、
特
に
夏
休
み
は
快
適

で
調
べ
学
習
が
進
み
ま
す
。
ま
た
、

本
を
借
り
に
行
く
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

1
つ
は
、
玉
里
図
書
館
の
設
備
で

す
。
玉
里
図
書
館
に
は
、
勉
強
の
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
、
幼
児
対
象
の
本
が

置
い
て
あ
る
ス
ペ
ー
ス
、
D
V
D
や

雑
誌
を
見
る
ス
ペ
ー
ス
、
本
棚
が
並

ん
で
い
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
場
所
が
狭
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
車
い
す
の
人
が
使
い
や

す
い
本
棚
の
高
さ
、
本
を
読
む
机
が

あ
り
ま
せ
ん
。
車
い
す
に
乗
っ
て
い

て
も
、
周
り
の
人
に
遠
慮
し
な
い
で

本
を
選
ん
だ
り
読
ん
だ
り
で
き
た
ら

い
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
、
本
の
充
実
で
す
。
玉

里
図
書
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

本
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
本

の
多
く
は
古
い
本
で
破
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
用
や

大
人
用
の
本
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
小
学
校
の
高
学
年
が
読
む
本
を

も
っ
と
ふ
や
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
D
V
D
を
見
る
こ
と
も
好

き
な
の
で
、
新
し
い
D
V
D
が
も
っ

と
充
実
し
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
設
備
の
整
っ
た
大
き

な
図
書
館
が
あ
る
と
、
小
美
玉
市
す

べ
て
の
人
が
本
に
親
し
み
、
教
養
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
元
気
っ
子
幼
稚
園
」

の
よ
う
に
、
小
美
玉
市
と
し
て
大
き

な
図
書
館
を
つ
く
る
計
画
が
あ
る

か
、
ま
た
は
、
玉
里
図
書
館
の
設
備

の
充
実
を
図
る
計
画
が
あ
る
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

■ 

玉
里
小
学
校
区
の
歩
道
の
整
備
計

画
に
つ
い
て

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
玉
里
小
の

近
く
に
は
会
社
や
工
場
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
通
勤
す
る
人
た
ち
の
車
が
た

く
さ
ん
通
り
ま
す
。
ま
た
、
高
浜

駅
へ
送
迎
す
る
車
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
小
川
か
ら
高
浜
方
面
へ
通
じ
る

道
路
や
、
玉
里
郵
便
局
か
ら
ぺ
ん
て

る
を
初
め
と
す
る
工
場
や
会
社
な

ど
へ
通
じ
る
道
路
は
、
道
幅
が
狭
く

カ
ー
ブ
や
坂
道
も
あ
っ
て
見
通
し
も

悪
く
危
険
で
す
。
特
に
、
朝
夕
の
交

通
量
が
多
く
、
荷
物
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
大
型
車
も
通
っ
て
い
ま

す
。
毎
朝
、
工
場
の
お
じ
さ
ん
が
ト

ラ
ッ
ク
の
出
入
り
口
に
立
っ
て
、
私

た
ち
の
安
全
に
気
を
配
っ
て
く
れ
た

り
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た

り
し
て
、元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

運
転
手
さ
ん
た
ち
も
、
私
た
ち
の
わ

き
を
通
る
と
き
は
徐
行
し
た
り
、
と

ま
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
が
、
待
っ

て
も
ら
う
の
が
気
の
毒
に
も
感
じ
ま

す
。
私
が
歩
く
高
崎
の
道
路
は
、
歩

道
も
片
側
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
白
線
で
区
切
ら
れ
た
だ

け
の
歩
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。
時
々

車
か
ら
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ

て
驚
い
た
こ
と
や
、
車
が
私
た
ち
を

避
け
る
た
め
に
反
対
車
線
に
は
み
出

す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

道
路
は
公
共
の
も
の
で
す
。車
も
、

私
た
ち
歩
行
者
も
、
み
ん
な
一
緒
に

使
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
に
、
歩
道
の
設
置
や
道

幅
の
広
い
道
路
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
市
の
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

い
つ
も
私
や
学
校
の
み
ん
な
が
登

下
校
し
て
い
る
と
き
に
、
道
路
な
ど

で
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
1
つ
は
、
狭
い
道
、
車
が
よ

く
通
る
通
路
な
ど
に
歩
道
が
欲
し
い

と
い
う
考
え
で
す
。

　

私
の
登
下
校
で
通
る
道
路
に
も
、

車
が
た
く
さ
ん
通
る
の
に
、
歩
道

が
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
だ
け
で
な
く
、
私
の
学
校
の

み
ん
な
に
も
そ
ん
な
道
が
あ
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歩
道
は
何

の
た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
歩

行
者
が
車
と
ぶ
つ
か
り
、
事
故
が
起

き
な
い
た
め
の
通
路
で
す
ね
。
広
い

道
も
そ
う
で
す
が
、
も
し
狭
い
道
に

大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
イ
ク
が
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。ト
ラ
ッ
ク
か
ら
見
れ
ば
、

歩
行
者
な
ど
小
さ
な
ア
リ
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
イ
ク
の

勢
力
で
歩
行
者
が
転
ぶ
、
あ
る
い
は

物
が
ひ
っ
か
か
り
引
き
ず
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
故

が
起
き
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
起

き
て
し
ま
っ
た
ら
と
て
も
危
険
で

す
。
車
を
運
転
し
て
い
る
大
人
の
人

も
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
子
ど
も
や
歩
行
者
の
人
も
考
え
て

運
転
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

2
つ
目
は
、
小
さ
い
細
い
道
に
も

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
欲
し
い
と
い
う
考

え
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
運
転

手
が
車
を
誤
っ
て
運
転
し
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
い

う
事
故
を
よ
く
見
ま
す
。
も
し
そ
の

道
が
通
学
路
で
、
登
下
校
し
て
い
る

児
童
が
い
た
と
し
ま
す
。
そ
こ
に
車

や
ト
ラ
ッ
ク
が
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な

か
っ
た
ら
、
通
学
し
て
い
る
人
は
大

け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
く
ら

小
さ
い
、
細
い
か
ら
と
い
っ
て
、
事

故
が
起
き
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
そ
の
道
に
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

同
じ
く
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
ぶ
つ
か
っ

た
場
合
、
確
か
に
歩
行
者
は
け
が
を

負
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

あ
る
と
き
と
な
い
と
き
で
は
、
全
然

納場小学校
小林玲香議員

玉里小学校
植田 望議員
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違
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道

が
小
さ
く
て
も
、
細
く
て
も
、
子
ど

も
や
歩
行
者
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
考

え
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
つ
け
て
ほ
し

い
で
す
。

　

3
つ
目
は
、
人
の
通
る
と
こ
ろ
、

細
い
道
に
も
街
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
の
友
達
が
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
友
達
の
通
学
路
に
森

が
あ
る
そ
う
で
す
。
木
が
た
く
さ
ん

植
え
て
あ
り
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ

暗
く
な
る
と
そ
の
道
は
見
え
づ
ら
い

そ
う
で
す
。
今
の
季
節
は
と
て
も
日

が
短
く
、
下
校
の
時
間
に
な
る
と
あ

た
り
は
大
分
暗
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
こ
の
よ
う
な
森
、
細

く
小
さ
な
道
を
下
校
す
る
の
は
危
険

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
車
や
バ
イ
ク
が

通
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
下
校
中
に

車
や
バ
イ
ク
が
通
っ
た
と
き
、
ラ
イ

ト
が
つ
い
て
い
て
も
、
運
転
手
の
人

か
ら
見
る
と
歩
い
て
い
る
人
は
見
え

に
く
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

見
え
な
い
ま
ま
そ
の
道
を
車
が
走
っ

た
ら
、
歩
行
者
と
ぶ
つ
か
り
、
事
故

が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。
歩
行
者
だ

け
で
は
な
い
で
す
。
夕
方
遅
く
ま
で

部
活
を
し
て
帰
る
中
学
生
や
高
校
生

も
で
す
。
中
学
生
や
高
校
生
は
小
学

生
よ
り
も
帰
る
時
間
が
遅
い
の
で
、

と
て
も
危
な
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な

事
故
を
避
け
る
た
め
、
細
い
道
や
小

さ
い
道
に
も
街
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
。

  

こ
の
よ
う
に
私
は
、
通
学
路
に
つ

い
て
不
便
な
と
こ
ろ
を
考
え
ま
し

た
。
今
の
時
代
は
不
景
気
で
大
変
な

世
の
中
で
す
が
、
大
人
の
皆
さ
ん
、

市
の
皆
さ
ん
、「
子
ど
も
な
ん
か
」と

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
も

小
さ
な
命
の
一
つ
で
す
。
そ
ん
な
小

さ
な
命
、子
ど
も
に
も
目
を
向
け
る
、

今
後
の
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■ 

車
い
す
や
体
の
不
自
由
な
人
が
通
れ

る
自
動
ド
ア
や
非
常
口
に
つ
い
て

　

僕
は
、
国
語
の
授
業
で
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
僕
は
、
自
動
ド
ア

と
非
常
口
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
自
動
ド
ア
に
つ
い
て
不
便

を
感
じ
た
こ
と
で
す
。
あ
る
と
こ
ろ

で
車
い
す
に
乗
っ
た
人
が
、
自
動
ド

ア
が
開
か
ず
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
近
、
手
動
の
自
動
ド
ア
が
あ
り
、

買
い
物
な
ど
で
両
手
に
荷
物
が
あ
る

と
、
そ
の
ボ
タ
ン
は
と
て
も
押
し
に

く
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

動
ド
ア
の
前
の
床
に
ボ
タ
ン
を
つ
け

れ
ば
、
だ
れ
で
も
床
に
あ
る
ボ
タ
ン

を
踏
ん
で
開
く
の
で
、
絶
対
に
反
応

し
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
非
常
口
に
つ
い
て
で
す
。

例
え
ば
、
大
型
店
舗
で
火
災
が
発
生

し
た
と
し
ま
す
。
普
通
の
人
は
非
常

の
階
段
を
利
用
し
ま
す
が
、
2
階
や

3
階
に
い
る
車
い
す
の
人
は
お
り
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
車
い
す
の
人

用
の
非
常
口
を
提
案
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
非
常
口
が
階
段
で
は
な
く
、
ら

せ
ん
状
の
道
に
な
っ
て
い
る
非
常
口

で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、
車
い
す
の
人

ば
か
り
で
は
な
く
、
幼
児
を
連
れ
た

人
な
ど
も
、
こ
の
方
法
を
使
え
ば
危

険
が
少
な
く
な
り
心
配
は
要
ら
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、だ
れ
で
も
安
心
し
て
使
え
、

暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
2
つ
の
提
案
を
し
ま
し

た
。
ご
検
討
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
美
玉
市
の
施
設
で
は
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

■ 

茨
城
空
港
開
港
に
よ
る
市
や
県
の

利
益
と
空
港
の
安
全
面
に
つ
い
て

　

た
び
た
び
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
茨
城
空
港
の
話
題
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
韓
国
の

ア
シ
ア
ナ
航
空
と
の
契
約
し
か
と
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
来

年
3
月
に
開
港
し
た
と
し
て
、
利
益

は
ど
の
ぐ
ら
い
上
が
る
の
か
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。
特
に
空
港
が
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
小
美
玉
市
に

は
ど
ん
な
よ
い
こ
と
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
私
の
学
校
は
百
里
基
地
に

近
い
の
で
、
基
地
の
戦
闘
機
と
旅
客

機
の
接
触
事
故
が
起
き
な
い
と
も
言

え
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
安
全
面
に

つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

来
年
で
き
る
給
食
セ
ン
タ
ー
と
給

食
の
お
い
し
さ
に
つ
い
て

　

来
年
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
給
食
の
お
い
し
さ

は
今
ま
で
と
同
じ
で
い
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
の
学
校
は
児
童
数
が
少
な
い
で

す
。
だ
か
ら
、
給
食
の
時
間
に
な
る

と
全
校
児
童
が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集

ま
っ
て
一
斉
に
昼
食
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
給
食
は
い
つ
も
お
い
し

く
、
食
べ
残
し
を
す
る
子
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
。ス
ー
プ
な
ど
も
温
か
く
、

寒
い
季
節
に
は
あ
り
が
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

  

給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、
給
食
を
つ
く
っ
て
か
ら
学
校

に
運
ば
れ
る
ま
で
に
温
か
い
も
の
が

冷
め
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
市
内
全
体
の

献
立
が
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
私
の
学
校
で
は
、
余

り
デ
ザ
ー
ト
や
果
物
な
ど
が
出
ま
せ

ん
。
1
週
間
に
1
回
ぐ
ら
い
は
出
る

よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
給
食

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
給
食
費
も
上

が
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

納場小学校
髙橋陵奎議員

下吉影小学校
関沙也花議員

下吉影小学校
小松崎流緋議員

■
安
全
な
登
下
校
の
対
応
に
つ
い
て

　

最
近
は
日
も
短
く
な
り
、
私
た
ち

高
学
年
が
帰
る
こ
ろ
に
は
あ
た
り
も

薄
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
、
下
校
が
心

配
で
す
。
私
た
ち
東
小
の
学
区
に

は
街
灯
が
少
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
の

で
、
も
う
少
し
街
灯
を
ふ
や
し
て
い

た
だ
け
る
と
安
心
し
て
下
校
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
通
学
路
に
は
野

犬
が
う
ろ
つ
い
て
い
ま
す
。
か
ん
だ

り
ほ
え
た
り
す
る
こ
と
は
滅
多
に
な

い
の
で
す
が
、
も
し
も
の
と
き
を
考

え
る
と
と
て
も
怖
く
な
り
ま
す
。
で

も
、
低
学
年
か
ら
は
、
処
分
す
る
の

は
か
わ
い
そ
う
と
い
う
声
も
出
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
と
て
も
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、

さ
ら
に
私
た
ち
が
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
に
街
灯
の
設
置
や
野
犬
対

策
も
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
市
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

玉里東小学校
久保田千尋議員

広報おみたま　平成 22年 2月 10日
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■
美
野
里
地
区
の
図
書
館
に
つ
い
て

　

私
の
住
む
美
野
里
地
区
に
は
、
羽

鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
中
に
図
書

館
が
あ
り
ま
す
が
、
本
の
数
も
少
な

く
場
所
も
狭
い
で
す
。
今
後
、
市
内

の
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
が
統
合
さ
れ

る
と
聞
き
ま
し
た
。
貸
し
出
し
や
返

却
が
ど
の
図
書
館
で
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で
よ
り
も
便
利
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
羽
鳥
の
図
書
館

は
建
物
も
小
さ
く
、
本
の
数
も
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
借
り
た
い
本
が
羽

鳥
に
な
い
と
き
は
ほ
か
の
図
書
館
か

ら
取
り
寄
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
時
間
が

か
か
り
、
調
べ
た
い
も
の
が
す
ぐ
に

調
べ
ら
れ
な
い
た
め
、
結
局
ほ
か
の

図
書
館
に
借
り
に
い
く
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
か
の
図

書
館
は
閉
館
時
間
が
18
時
と
早
く
、

学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら
で
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
羽
鳥
の
図
書
館
を
も
っ

と
大
き
く
し
て
、
本
の
数
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館

が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
本
に
接
す
る
機
会
が

ふ
え
る
と
思

い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
計

画
が
あ
る
か

ど
う
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

■
み
ん
な
で
遊
べ
る
公
園
に
つ
い
て

　

僕
は
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
入
っ

て
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
毎
日
練
習

で
す
。
練
習
が
終
わ
っ
た
後
も
、
友

達
と
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て
遊
ん
で

い
ま
す
。
で
も
、
こ
の
羽
鳥
地
区
に

は
公
園
は
余
り
な
く
、
思
い
っ
切
り

外
で
遊
び
た
く
て
も
遊
べ
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
、
羽
鳥
は
空
き
地
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
、
年
齢
差
に
関
係
な
く
み

ん
な
で
仲
よ
く
元
気
で
遊
ん
で
い
た

と
こ
ろ
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
今
は
外
で
遊
ば
ず
に
、
家
の
中

で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
近
く
に
あ
る
公
園
は
、
小
さ

な
子
ど
も
向
け
の
遊
具
が
二
、三
個

あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
子
ど
も
や
小

学
生
が
思
い
っ
切
り
遊
べ
る
ほ
ど
の

広
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

羽
鳥
っ
子
は
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ

い
で
、
仲
の
よ
い
子
ば
か
り
で
す
。

み
ん
な
で
遊
べ
る
広
場
や
公
園
が
あ

れ
ば
、
み
ん
な
が
集
ま
り
、
交
流
し

て
友
達
の
よ
さ
が
わ
か
り
、
よ
り
仲

よ
く
な
っ
た
り
、
体
を
丈
夫
に
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
遊
べ
る
公
園
を
ぜ
ひ
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■ 

市
の
福
祉
状
況
と
今
後
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

　

先
日
、
小
美
玉
市
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
に
配
ら
れ
る

お
節
料
理
の
か
け
紙
を
つ
く
り
ま
し

た
。
小
美
玉
市
に
は
意
外
と
た
く
さ

ん
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る

市
町
村
で
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

と
い
う
制
度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
交
通
手
段
の
限
ら
れ
て
い
る
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
よ
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
橘
学
区
を
通
る
路
線
バ
ス

も
本
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

小
美
玉
市
に
も
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
小
美
玉
市
内
の
福
祉
の

状
況
や
今
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

と
市
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

　

冬
に
な
っ
て
空
気
も
乾
燥
し
て
、

火
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
い
る
と
、

毎
日
の
よ
う
に
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
ま
す
。
火
事
は
た
く
さ
ん
の
物
を

焼
い
て
し
ま
う
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
た
び
に
怖
く
な
り
ま
す
。「
広

報
お
み
た
ま
」
の
お
知
ら
せ
版
に
、

小
美
玉
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
20
年
6
月
1
日
か
ら
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
小
美
玉
市
で
は
、

ど
の
く
ら
い
の
家
庭
で
設
置
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
火
事
を
防
ぐ
た
め

に
小
美
玉
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

■ 

小
・
中
学
生
の
た
め
の
学
習
環
境

の
改
善
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
小
学
校
は
、
冷
暖
房
も

完
備
し
、
と
て
も
学
習
し
や
す
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
が

古
い
た
め
、
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
体
育
館
は
雨
漏
り
の

た
め
壁
が
浮
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
ひ
び
も
見
ら
れ
ま

す
。
い
つ
も
授
業
で
使
う
と
こ
ろ
な

の
で
、
崩
れ
て
こ
な
い
か
心
配
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
も
に
お
い

が
し
た
り
、
水
の
流
れ
の
調
子
が
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
古
く
な
っ

た
施
設
の
改
修
は
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
る
の
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
耐
震
に
向
け
て
の

工
事
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
の
件
も
あ
わ
せ
て
教

え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
本
に
つ
い
て
の
お

願
い
で
す
。
学
校
で
は
、
社
会
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、
調
べ
学

習
を
す
る
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
な
か
な
か
調

べ
た
い
内
容
の
本
が
見
つ
か
ら
な
い

で
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
中
学
校
で
も
同
じ
よ
う
な

状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
内
の

小
学
生
や
中
学
生
が
い
ろ
い
ろ
な
本

に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
図
書
館
の
設

置
を
検
討
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
市
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

羽鳥小学校
桜井拳也議員

橘小学校
小野木楓議員

橘小学校
鈴木健太議員

玉里東小学校
野口夏実議員

羽鳥小学校
谷田部はやか議員

平成 22年 2月 10日　広報おみたま
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野田学区コミュニティ
さわやかな野田をつくる会

代表：会長  石﨑  渡
設立：平成19年4月
構成：850 人

　住民全体がお互いに協力して、自主性を持ち明る
く楽しい連帯感のある安全で安心の郷土をつくるこ
とを目的として設立しました。
　事業は各専門部が担当して運営され、何事もみん
なでをモットーにしていますので、多くの参加者の協
力を得ています。
　主な事業は、地域での健康づくり、三世代ウォー

クラリー、ふれあい
運動会、野田っ子ま
もローズ（防犯活動）
の運営、広報紙の発
行等です。

与沢地区
代表：区長　村山　尚武
認定：平成 19 年 10 月
構成：160 世帯

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介しています。

　与沢地区は百里基地の南側にあり、橘小学校のあ
る地区です。現在160 世帯の住民が居住しており、
年 4回の沿道清掃や三世代交流のレクレーション等
により交流を図っています。
　また、まちづくり組織活動として、「与沢さわやか
パトロール隊」を行っています。この活動は、地区住
民がお互い協力して自主防犯活動を展開することに
より、安全・安心な地域社会づくりを目指しています。

◀ふれあい運動会

▼三世代ウォークラリー

◀花壇づくり

パトロール隊の　
沿道清掃▶

　

1
月
13
日
、
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会（
廣
戸
京
子

会
長
）か
ら
、
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
つ
い
て

答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
条
例
を

施
行
し
、
翌
5
月
に
審
議
会
を
設
置
し
、
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
諮
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
は
、
合
併
前
の
旧
小

川
町
・
美
野
里
町
・
玉
里
村
で
行
政
や
住
民
レ
ベ
ル
で
の
運
動

や
取
組
み
が
な
さ
れ
、
改
善
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は

意
識
に
と
ど
ま
り
、
実
際
の
行
動
と
し
て
表
れ
る
に
は
も
う
一

押
し
必
要
な
段
階
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
本
理
念
を
「
ま
ず
は
一
歩

踏
み
出
そ
う
。
男
女
平
等
の
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
提
示
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
で
は

今
年
度
内
に
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
書
を
策
定
し
、
平
成
22
年
度

か
ら
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰　
　
　
　

興
和
工
業
株
式
会
社

　

1
月
19
日
、
日
比
谷
公
会
堂

（
東
京
都
）で
「
第
50
回
交
通
安

全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
興
和
工
業
株
式
会
社

（
甲　

秀
夫
代
表
取
締
役
）が
全

日
本
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
交
通
安
全
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
交
通
事
故
の
防
止
に
顕
著
な
業
績
を

あ
げ
た
事
業
所
が
受
け
る
も
の
で
す
。同
事
業
所
に
お
い
て
は
、

毎
日
の
車
の
点
検
お
よ
び
社
員
の
健
康
管
理
と
安
全
運
転
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

まちづくり組織紹介

男
女
平
等
の
ま
ち
を
目
指
し
て

小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
が
答
申

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　１月11日、
新春恒例の歩
け歩け大会が
開催され、昨
年より約80人
多い市民585
人が参加し

て、カゴメ茨城工場駐車場から愛宕山頂をめざす 8.5 キロを
歩きました。
　当日は、あいにく曇り空で肌寒い日となりましたが、準備
体操で体をほぐし元気よくスタートしました。
　愛宕山までは平地のため、皆さんおしゃべりしながら楽し
く歩けましたが、愛宕山に登る坂道では、子どもたちの元気
に駆け上がる姿とは対称的に、大人は１枚上着を脱いで、黙々
と登る姿が見られました。しかしその分、最後の急勾配な

　現在、鶏の餌は、トウモロコシ、大豆粕、魚粉な
どで、約７割が輸入に頼っています。このことは、
自給率が 95% といわれている鶏卵が、生産場所が
国内であるだけで、厳密な意味では違うということ
がわかります。
　このことから、JA ひたち野（金井一夫代表理事組
合長）では、地元の養鶏農家とその飼料を作ってく
れる稲作農家が提携し助け合う「耕畜連携循環型農
業」が大切と考え、農協と養鶏農家と稲作農家が力
をあわせ新たな商品「えさ米卵」を作りました。
　耕畜連携循環型農業とは、まさに地元で①鶏を飼
育する②飼育で出た鶏糞を肥料にする③肥料で稲を
育てる④その米を飼料用米として使う⑤消費者がそ
の卵を買い支えることにより、耕作放棄地が減り、
田んぼがよみがえり、農家が元気になるという利点
があります。
　市内では、小幡清陽さん（大井戸平山）がはじめ
てこの「えさ米卵」の生産に取組んでいます。えさ
米卵は、これまでの卵に比べ、黄身がきれいなレモ
ンイエローになりますが、栄養価は何も変わりませ
ん。小幡さんは、
「鶏はお米が大
好きでよく食べ
ます。安心して
食べていただけ
る卵だと思いま
すので、ぜひ食
べてみてくださ
い」と話してい
ました。

石段を登りきり山頂に到着した時の喜びはひとしおで、
口々に歓声が上がっていました。
　山頂では、島田市長、野村議長のあいさつの後、全員

で万歳三唱を行
い、振る舞われ
たあたたかな豚
汁で疲れを癒し
ました。

　四季文化館みの～れが、このたび地域における創造的で文化
的な表現活動のための環境づくりに特に功績のあった公立文化
施設を顕彰する「地域創造大賞」に輝きました。
　同館は平成 14年に開館し、毎年、約 200 名の住民実行委員
が各種事業の企画運営に携わり、住民劇団・楽団を含む 160
名からなるボランティア組織「みの～れ支援隊」が事業をサポー
トするなど、徹底した住民参画によるホール運営に取り組み、
「ホール事業を通じたまちづくりの新たな人材育成のあり方を
提示した」と評価されました。
　表彰式は、１月 19 日、ホテルグランドアーク半蔵門（東京
都千代田区）において行われ、鶴町和夫副市長と公共ホール運
営委員会委員長の黒田淳彦氏が代表して表彰を受けました。黒
田氏は受賞に際し、「これからも、みの～れ、アピオス、コス

モスの３館をさらに
盛り上げていくこと
に協力していきたい」
と今後の抱負を述べ
ていました。

▲与沢地区ふれあいコンサート
　平成 21年 10 月４日
　与沢地区
　新農村集落センターにて

平成 22年 2月 10日　広報おみたま
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　農家では、１月 14日に紅白の餅をついて木にな
らせ、19 日までの５日間、玄関等に飾り、今年一
年の「無病息災」と「豊年万作」を願う慣習がありま
す。
　今年も美野里農作業受託組合では市役所前で餅つ
きを行い、同ロビーに見上げるほどの大きなならせ
餅を飾りました。また、見にこられた方々につきた
てのお餅を配り、大変喜ばれていました。
　このほか薬草研究会でも、やすらぎの里小川にお
いてならせ餅づくりを行い、同館事務棟と小川総合
支所、小川公民館、生涯学習センターコスモスの４
カ所に飾りつけ、来館者の目を楽しませました。

進んで学び　心豊かで　たくましく
　羽鳥小学校では、「よさ・思いやり・信頼」を合い言葉に、
児童の道徳心の向上と学力の向上の両面から、児童への
アプローチをしています。
　道徳心の向上の一貫として、朝のあいさつ運動に取り
組み、登校してくる児童に代表児童や PTA 本部役員・教
職員が「おはよう」と元気に声をかけ、一日をさわやか
にスタートしています。
　学力向上では、授業時数を 1年生で週 25時間、2年生
で週 26時間に増やして授業を行っています。授業時数を
増やすことで子どもたちの考える時間を確保しています。
また、朝の時間には、「辞書早引き」「百ます計算」など
を取り入れています。反復練習をすることで、基本的な学
力の向上につなげています。子どもたちも、チャンピオン
大会を目指し
て、生き生き
と活動してい
ます。

羽鳥小学校（羽鳥932番地）

小川南中学校（小川686番地）

　本校では、生徒の学び合う姿と自立的・自治的に取り
組む姿をめざし、生徒一人一人が主役となって、人との
かかわりを重視した教育活動を展開しています。
　学習面では、学習支援員の活用や生徒同士が教え学び
合う学習スタイルを導入し、学力向上を図っています。
　生活面では、毎朝、「朝の心の交流活動」として、保護
者生徒会・職員が一体となって朝の挨拶運動を展開して
います。また、生徒会活動のテーマ「創意と工夫を重ね、
学校生活をさらに充実させよう」のもと、活発に取り組
んでいる年間学級対抗行事や地球の子どもを救う「エコ
キャップ推進」の福祉活動の様子が「茨城新聞」に掲載
されました。
　体力面では、部活動に自主的に取り組み、本年度は男
女ともに県駅
伝大会出場を
果たすという
快挙をなし遂
げました。

　１月14日、一般公募による28名の参加を得て、
茨城空港建設地ならびに茨城空港のアクセス道路と
して順調に整備が進む東関東自動車道水戸線の工事
現場の見学会が実施されました。
　参加者は、はじめに開港目前となった茨城空港建
設地付近で旅客ターミナルビルなどを展望しました。
また、東関東自動車道水戸線建設現場で、ネクスコ
担当者から高速道路の概要の説明を受けたり、完成
間近の新涸沼川橋などを見学しました。
　見学を終えて、参加者からは「茨城空港から早く旅
行に行きたい」、「高速道路ができると遠くから空港
に来る人も便利になる」などの感想が聞かれました。

東関道水戸線新涸沼川橋にて

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

学 校 紹 介
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　成人の日の前日の 1月 10日、小川文化センターアピオスで「小美玉市成人式典」が開催さ
れ、晴れ着を身にまとった新成人 649 名（男性 342 名、女性 307 名）が成人を祝いました。
　式典では、島田穣一市長が新成人にあいさつし、来賓として、野村武勝市議会議長、 木
淳一百里基地司令、沼田 新教育委員長、飯嶋 淳選挙管理委員長がお祝いのことばを述べま
した。
　それに対し、新成人を代表して加藤 駿さん（羽鳥）
が、「社会に貢献できる本当の意味での『大人』にな
りたい」と誓いの言葉を述べました。
　式典後は、会場で集合写真の撮影が行われ、その
後も親しい者同士で写真を撮り合ったり、久しぶり
の再会を喜びあう楽しい声がいつまでも館内に響い
ていました。

○
東
京
電
力
株
式
会
社
土
浦
支
社 

（
鈴
江　

正
典 

支
社
長
）

　

…
…
…
…
防
犯
灯
寄
贈　

15
基

○ 

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

　

…
…
…
…
1
4
7
，1
7
0
円

　

環
境
行
政
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
寄
附
。

○
有
限
会
社
桧
澤
商
会 

（
鈴
木 

富
美
男 

社
長
）

　

…
…
…
サ
ウ
ナ
マ
ッ
ト　

20
枚

　

1
月
4
日
、
市
内
12
カ
所
の

小
学
校
の
体
育
館
で
、
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
の
総
勢
約

4
0
0
人
が
参
加
し
て
、
新
春

の「
小
美
玉
市
書
き
初
め
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
早
く

か
ら
、
元
気
よ
く
会
場
の
体
育

館
に
詰
め
掛
け
た
小
学
生
は
、

学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
課
題

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
作
品
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
1
時
間
ほ

ど
集
中
し
て
書
き
上
げ
た
作
品

を
書
道
連
合
会
の
先
生
方
や
付
き
添
い
の
保
護
者
に
選
ん
で
も
ら
い

提
出
す
る
と
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
市
長
賞
、
議
会
議
長
賞
、
教
育
長
賞
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
市
長
賞

　

坂　

本　

奈
津
希　
　

槌　

田　

愛　

莉　
　

宮　
　
　

菜
々
香

　

圷　
　
　

真
里
奈　
　

中　

野　

祐　

花　
　

上　

田　

怜　

奈

　

井　

元　

陽　

喜　
　

北　

嶋　

大　

渡　
　

山　

下　

奈
々
海

　

石　

﨑　
　
　

翼　
　

柴　

﨑　

彩　

加　
　

齋　

藤　

雄　

紀

■
議
会
議
長
賞

　

押　

手　

咲　

樹　
　

北　

嶋　

千　

裕　
　

川　

村　

高　

弘

　

長　

澤　

花　

奈　
　

市　

村　

悠　

大　
　

伊　

藤　

優　

花

　

田　

崎　

翔　

太　
　

橋　

本　

果　

歩　
　

水　

野　

可
奈
子

　

林　
　
　

静　

香　
　

桜　

井　

は
ず
き　
　

飯　

塚　

真　

希

　

酒　

井　

亜
由
未

■
教
育
長
賞

　

船　

見　

秋　

乃　
　

千　

葉　

あ
お
い　
　

小　

澤　

拓　

海

　

西　

村　

明　

莉　
　

柴　

﨑　

愛　

澄　
　

村　

田　

奈
々
美

　

齋　

藤　

磨　

勲　
　

長
谷
川　

麗　

奈　
　

坂　

本　

瑞　

希

　

本　

田　

萌　

華　
　

雨　

海　

佳　

那　
　

和　

田　

佳　

樹

　

長
谷
部　

里　

美

答辞を述べる加藤 駿さん▲

平成 22年 2月 10日　広報おみたま
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大
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一
筆
一
筆
に
思
い
を
込
め
て

649人が晴れやかに大人の仲間入り　小美玉市成人式
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　市教育委員会では、各市立幼稚園の平成 22年度幼稚園児を募集しています。

　「入園願書」に必要事項を記入して「本人の住民票抄本」を添付のうえ、入園希望の幼稚園へお申込みください。
　書類の提出時に、お子さんの様子をおたずねしますので、できるだけ同伴でお越しください。

受付期限　3月31日（水）　（土日、祝祭日は休業日です。）
受付時間　平日 午前８時30分～午後４時30分
入園願書　各幼稚園・教育委員会学校教育課に用意してあります。

　各幼稚園の募集地区については、各小学校区の幼児を優先し、募集人数に満たない場合に限りその他の学校区の
幼児も対象とします。
対 象 者：小美玉市内に住民登録のある方
　　　　  ○５歳児（１年保育）＝平成16年４月２日～平成17年４月１日に生まれた子
　　　　  ○４歳児（２年保育）＝平成17年４月２日～平成18年４月１日に生まれた子
　　　　  ○３歳児（３年保育）＝平成18年４月２日～平成19年４月１日に生まれた子

教育委員会学校教育課（小川総合支所内）　☎４８－１１１１　内線2223【問い合わせ】

★平成22年度幼稚園児募集中★

幼稚園一覧

申込方法

授業料・保育時間など

園　　名

元気っ子幼稚園

竹 原 幼 稚 園
羽 鳥 幼 稚 園
堅 倉 幼 稚 園
納 場 幼 稚 園

玉 里 幼 稚 園

小川234－1

竹原585
羽鳥637
堅倉1278－2
納場444

上玉里2956－3

☎３７－００６７

☎４７－０４２６
☎４６－０２２０
☎４８－０３９３
☎４８－１０９３

☎５８－０１１８

所　在　地 電話番号 対象年齢 定　員
４歳児
５歳児

４歳児・５歳児
４歳児・５歳児
４歳児・５歳児
４歳児・５歳児
３歳児
４歳児
５歳児

100人
120人
各35人
各35人
各35人
各35人

各70人

※その他、給食費・PTA会費・後援会費等の経費がかかります。

園　　名 授業料（月額） 保育時間

4,000円

4,000円

午前９時～午後３時
（４歳児のみ ４月中 午前９時～11時）

元気っ子幼稚園・竹原幼稚園・羽鳥幼稚園
堅倉幼稚園・納場幼稚園

４歳児・５歳児…午前９時～午後３時
３歳児…１学期  午前９時～11時
　　　　２学期  午前９時～午後１時
　　　　３学期  午前９時～午後２時

玉 里 幼 稚 園

幼児科
（4・5才）

11：00

13：00

2/21
（日）

15：00

16：10

3/4
（木）

11：00

13：00

14：30

3/14
（日）

15：30

3/17
（水）

11：00

13：00

14：30

4/3
（土）

おんがくなかよし
（3才）

赤りんご
（2才）

2010
春

■お申し込み・問い合わせは…
ネット検索 ヤマハ音楽教室 検索

高浜駅前音楽教室
☎0299（24）2058

←高浜駅前
　音楽教室
石岡市北根本425

至
石
岡
市
街

至
玉
里↓

↑
JR高浜駅

２階
ぷ
っ
ぷ
る

最新楽器で
充実レッスン！
まってるネ

広報おみたま　平成 22年 2月 10日



笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3  ☎0299（48）2568
健康増進・メタボ対策にもどうぞ

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
　JBDFプロダンス
　インストラクター
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市
で
は
小
美
玉
市
に
住
所
登
録
の

あ
る
優
先
接
種
対
象
者（
医
療
従
事

者
を
除
く
）の
方
に
対
し
、
接
種
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
・
石
岡
市
内
の
医
療
機

関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
接
種
料

金
を
お
支
払
い
の
際
、
申
請
に
よ
り

そ
の
場
で
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
小
美
玉
市
・
石
岡
市
外
の
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
ら
れ
た
方
は
償

還
払
い（
後
払
い
）と
な
り
ま
す
。

　

小
美
玉
市
・
石
岡
市
以
外
の
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
ら
れ
て
、
助
成

の
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
四

季
健
康
館
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
助
成
金
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
優
先
接
種
対
象
者
◆

①
妊
婦

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

③
1
歳
か
ら
小
学
校
3
年
生

④
1
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者

⑤ 

優
先
接
種
対
象
者
の
内
、
身
体
上

の
理
由
で
予
防
接
種
が
で
き
な
い

方
の
保
護
者
等

⑥ 

小
学
校
4
年
生
か
ら
高
校
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
方

⑦
65
歳
以
上
の
方

■
一
部
助
成
対
象
の
方

　

次
に
該
当
す
る
方
は
2
，0
0
0
円

を
助
成（
1
人
1
回
限
り
）し
ま
す
。

◎ 
小
美
玉
市
に
住
所
の
あ
る
優
先
接

種
対
象
者

　

 【
申
請
窓
口
】
四
季
健
康
館
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
費
用
免
除
対
象
の
方

　

次
に
該
当
す
る
方
は
接
種
費
用
を

免
除
し
ま
す
。

◎ 

小
美
玉
市
に
住
所
の
あ
る
優
先
接

種
対
象
者
の
う
ち
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方

　

 【
申
請
窓
口
】 

市
役
所
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
総
合
窓
口
で
証
明
書

を
受
け
て
か
ら
四
季
健
康
館
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◎ 

小
美
玉
市
に
住
所
の
あ
る
優
先
接

種
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
世
帯

の
方

　

 【
申
請
窓
口
】 

福
祉
事
務
所
で
証

明
書
を
受
け
て
か
ら
四
季
健
康
館

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

接
種
し
た
こ
と
が
わ
か
る
医
療
機

関
の
領
収
書

②
接
種
済
証
明
書

③
印
か
ん

④
振
込
先
の
通
帳

⑤ 

費
用
免
除
の
方
は
、
該
当
す
る
上

記
の
証
明
書

〈
償
還
払
い
の
申
請
受
付
期
限
〉

　

3
月
31
日（
水
）ま
で
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課（
四
季
健
康
館
内
）

　

☎
4
8
-0
2
2
1 

　
　

内
線
4
0
0
1
・
4
0
0
2

●
お
み
た
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎
4
6
-7
8
0
0

問
健
康
増
進
課（
四
季
健
康
館
内
）

　

☎
4
8
-0
2
2
1

　
　

内
線
4
0
0
1
・
4
0
0
2

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
の

安
全
で
快
適
な
生
活
や
自
然
環
境
を

脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た

事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
私
た

ち
が
普
段
か
ら
地
域
の
環
境
に
関
心

を
持
ち
、
不
法
投
棄
が
さ
れ
な
い
よ

う
に
常
に
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、

不
法
投
棄
を
行
う
者
の
動
き
を
早
い

段
階
か
ら
つ
か
み
、
そ
の
防
止
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
力
で
ご
み
の
不
法
投
棄

な
ど
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
不
法
投
棄
監
視
員

を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
協

力
が
地
域
の
目
と
な
り
、
最
大
の
不

法
投
棄
防
止
対
策
と
な
り
ま
す
。

★
活
動
内
容

・
担
当
地
区
内
の
月
1
回
以
上
の
巡
回

・
不
法
投
棄
発
見
時
の
市
へ
の
通
報

・ 

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
つ
い
て

の
啓
発

・
活
動
状
況
の
報
告（
月
1
回
）

★
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方
で
環

境
保
全
・
環
境
美
化
等
に
興
味
関
心

の
あ
る
方

★
募
集
定
員

　

30
名（ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は

選
考
と
な
り
ま
す
。）

★
任　
　

期

　

2
年
間

　

※
た
だ
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

★
募
集
期
間

　

3
月
1
日（
月
）〜
31
日（
水
）

★
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
職
業（
勤
務
先
）・
応
募
の
理

由
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は

封
書
に
て
郵
送
す
る
か
、
直
接
、
環

境
課
窓
口
も
し
く
は
各
総
合
支
所
総

合
窓
口
課
に
て
専
用
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
送
付
先
〉

　

〒
3
1
9
-0
1
9
2

　

小
美
玉
市
堅
倉
8
3
5

　

小
美
玉
市　

市
民
生
活
部

　
　

環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係　

宛

〈
窓
口
の
受
付
時
間
〉

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

　
（
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

※ 

応
募
・
委
嘱
さ
れ
た
方
に
関
す
る

平成 22年 2月 10日　広報おみたま

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

子
ど
も
の
各
種
個
別

接
種
指
定
医
療
機
関
の

追
加
に
つ
い
て

「
平
成
22
年
度  

小
美
玉
市

廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
」

を
募
集
し
ま
す



新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

石岡市国府７－８－１【６号国道恋瀬橋北交差点角】

電話 22-3740
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情
報
は
公
開
し
ま
せ
ん
。

問
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係

　

☎
4
8
-1
1
1
1

　
　

内
線
1
1
4
4
・
1
1
4
5

　
「
青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民

の
会 

家
庭
部
会
」で
は
、「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
仲
良
く
楽
し
い
食
事

を
目
指
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
ご
家
族

揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

3
月
20
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

　
（
受
付
）午
前
９
時

と
こ
ろ

　

玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
（
玉
里
総
合
支
所
隣
）

メ
ニ
ュ
ー

　

 

和
風
ご
ぼ
う
バ
ー
グ（
ハ
ン
バ
ー

グ
）、
に
ら
の
か
き
玉
汁
、
抹
茶

牛
乳
か
ん

※ 

メ
ニ
ュ
ー
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

持
ち
物

　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、

ス
リ
ッ
パ

募
集
人
数

　

先
着
20
組（ 

定
員
に
な
り
次
第
締
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

指　

導

　

小
美
玉
市
食
生
活
改
善
推
進
員

申
込
期
間

　

2
月
12
日（
金
）〜
3
月
10
日（
水
）

申
込
方
法

　

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス

　
　

☎
2
6
-9
1
1
1

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
の「
高
年
齢

者
職
業
相
談
室
」が
、
3
月
26
日
に

廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

廃
止
後
に
お
け
る
職
業
相
談
は
、

そ
の
ま
ま
当
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
付

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

☎
2
6
-8
1
4
1

日　

時　

3
月
11
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

場　

所　

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

3
階 

会
議
室
1
・
2

　
　
　
　
（
水
戸
市
笠
原
町
9
9
3
-2
）

対
象
者　

 

突
発
性
拡
張
型
心
筋
症
の

患
者
と
家
族

内　

容

・ 

講
演
会「
突
発
性
拡
張
型
心
筋
症

の
病
態
と
日
常
生
活
に
つ
い
て
」

　
（
講
師
）鈴
木
祥
司 

氏

　
　
　
　
（
茨
城
県
立
中
央
病
院

循
環
器
内
科
医
長
） 

・
質
疑
応
答
・
意
見
交
換

申
込
方
法　

 

3
月
8
日（
月
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
水
戸
保
健
所 

保
健
指
導
課 

　

☎
0
2
9
-2
5
1
-0
5
7
1

　

℻
０
２
９
-２
４
１
-５
３
１
３

　

高
齢
者
自
ら
が
地
域
の
高
齢
者
を

対
象
に
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
を
企
画
し
、
実

施
す
る
委
員
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格

　

県
内
に
住
ん
で
い
る
概
ね
60
歳
以

上
で
、
委
員
会
の
活
動
に
き
ち
ん
と

出
席
で
き
る
方
。（
委
員
と
し
て
の

経
験
年
数
が
10
年
以
下
の
方
。）

　1月 8日（金）の小美玉市選挙管理委員会におい
て、平成 22 年 4月 29 日任期満了に伴う小美玉
市長選挙の日程が次のとおり決定しましたので、
お知らせします。

小美玉市長選挙の
投票日が決定しました

●投票日および時間
　４月11日（日）
　午前７時から午後６時まで

●告示日（立候補届出日）
　４月４日（日）

・立候補予定者事前説明会（予定）    ３月12日（金）
※ なお、詳しい内容等については、「広報おみたま」
３月号に掲載します。

【参 考】
・任期満了日………………………………4 月 29 日（木）
・ 平成21年12月2日現在の選挙人名簿登録者（有権者）数
……………………………………………………42，739人

【問い合わせ】
　小美玉市選挙管理委員会事務局（総務課内）
　☎４８－１１１１　内線 1282・1283
　℻４８－１１９９

※ 

地
方
公
共
団
体
の
長
お
よ
び
議
員

は
除
く
。

※
報
酬
・
交
通
費
な
し
。

任　

期　

4
月
か
ら

平
成
24
年
3
月
末
日（
2
年
間
）

応
募
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と「
応

募
の
動
機
、
活
動
の
抱
負
、
社
会
活

動
歴
」を
明
記
し
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

応
募
期
限　

3
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

申
問（
福
）茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

　

〒
3
1
0
-8
5
8
6

　
　

水
戸
市
千
波
町
1
9
1
8

　

☎
0
2
9
-2
4
3
-8
9
8
9 

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

「
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」

が
廃
止
と
な
り
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

「
お
父
ち
ゃ
ん
の
台
所
」

参
加
者
募
集

難
病
医
療
講
演
会

「
高
齢
者

は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
」

委
員
募
集



得

右右 通常通常通常

得

よりよりより

他

レンタル料
レンタル料
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持参するもの　 室内用運動靴、飲み物、汗拭きタオル
バスタオルまたはヨガマット

対　　象　市内在住・在勤・在学の方
と　　き　3月 10日（水）　午前 10時～正午
と こ ろ　農村環境改善センター　多目的ホール
講　　師　横田　美幸　先生
参 加 費　400 円
募集人員　15人（先着順）
　　　　　※ 1人 2名までお申込みできます。
申込受付　2月 25日（木）～ 3月 5日（金）
　　　　　午前 9時～午後 5時
　　　　　※ただし、3月 1日（月）は休館日。
　　　　　 農村環境改善センター（☎４９－１０１１）

へ参加費を添えてお申込みください。

リズムに合わせて、楽しく健康な体にしましょう。

　　まゆクラフト　手まり教室　プラントドール
　　和布の手仕事　牛乳パックでイス作り
　　エコクラフト　
※ 展示作品は変更される場合がありますので、ご了承
ください。
展示期間　 3 月 10 日（水）～ 16日（火）
　　　　　　※ 15日（月）は休館日
　　　　　午前 9時～午後 5時
　　　　　　※最終日（16日）は午後 3時まで
問い合わせ
　小川公民館　　☎５８－３１１１
　美野里公民館　☎４８－１１１０（水曜日休館）
　玉里公民館　　☎２６－９１１１（月曜日休館）

会場および展示作品
　【小川公民館】
　　フラワーアレンジメント（活け花とプリザーブド）
　　日本画教室

　【やすらぎの里小川】
　　写真講座　楽しい手芸　手作り布ぞうり　手編み
　　石仏をめぐる　活け花

　【生涯学習センターコスモス】
　　初心者手編み教室　くるくる棒で作るマフラー
　　ゆびあみで作るマフラー
　　テディベアとふっくら魔女
　　フェルト羊毛で作るマスコット　デコクラフト

市民講座の作品を展示します。ぜひご覧ください。

平成 22年 2月 10日　広報おみたま

　エアロビクスを取り入れた健康体操

平成 21年度　市民講座作品展

手作り講座
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申込受付　2月 25日（木）～ 3月 5日（金）
　　　　　午前 9時～午後 5時
　　　　　※ただし、3月 3日（水）は休館日。
　　　　　 美野里公民館（☎４８－１１１０）へ参加費

を添えてお申込みください。
持参するもの　筆記用具

対　　象　市内在住・在勤・在学の方
と　　き　3月 13日（土）　午前 10時～正午
と こ ろ　美野里公民館　研修室
講　　師　関東電気保安協会
参 加 費　400 円
募集人員　15名（先着順）
　　　　　※ 1人 2名までお申込みできます。

毎日の暮らしの中で必要不可欠な電気を正しく使って快適な生活をしましょう。

と　き　 3 月 12 日（金）13 日（土）
14（日）

　　　　午前 9時 30分～正午
　　　　12日は雨天でも集合
ところ　 四季の里ターゲットバード

ゴルフ場
目　的　 健康づくり・友達づくり・

生甲斐づくり
参加費　1,000 円（用具代）
　　　　※当日徴収
携行品　 ピッチングウェッジ（クラ

ブ貸出有り）
　　　　運動靴
　　　　筆記用具（12のみ）
申込締切　3月 5日（金）
主　催　小美玉市体育協会
　　　　 小美玉市美野里ターゲット

バードゴルフクラブ
申込み・問い合わせ
　クラブ会長　久保田　晴信

☎４６－１４７３
　希望ヶ丘公園管理センター

☎４７－０１６７

と　　き　2月 28日（日）　 受　付　午前 8時 30分
　　　　　　　　　　　　　開会式　午前 8時 50分
と こ ろ　玉里 B&G海洋センター体育館
参加資格　小美玉市に在住もしくは在勤の方で構成されるチーム
参 加 料 　1 チーム　2,000 円（当日徴収します）
募集チーム数　36チーム（先着順）
チーム構成
　・ チームは、監督 1人、マネージャー 1人、キャプテンを含む

競技者 4人と、4人以内の交代競技者で構成される。
　・ 監督、マネージャーは競技者を兼ねることができるが、その結

果、競技者、交代競技者の数が規定を越えることはできない。
　・ 競技者 4人はそれぞれ男子 2人・女子 2人で構成しなければ

ならない。ただし、女子 4人の構成も認める。
申込期間　2月 20日（土）～ 24日（水）
申込み・問い合わせ
　玉里 B&G海洋センター
　☎２６－５７６１　FAX２６－０４４１
　※ 所定の参加申込書に必要事項を記入のうえ、直接またはファッ

クスでお申込みください。電話での申込みは不可とします。
　※ 先着順のため、ファックスで申込む際は必ず空き状況を確認し

てからお申込みください。
　※市ホームページからも申込書はダウンロードできます。
問い合わせ
　萱場　良江　☎４８－１７８９（平日：午前 9時～午後 5時）

広報おみたま　平成 22年 2月 10日

電 気 安 全 教 室手作り講座

ターゲットバードゴルフ教室
参加者募集

「第 2回小美玉市ソフトバレーボール大会」
参加者募集
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　2010 年がスタートしました。余分なお肉の繰越しはありますか ? 以下のチェック項目に 1 つでも当てはまる
人は必見です !
　□去年まではいていたズボンがきつくなった
　□周りの人に「少し太った ?」と言われる
　□階段を上がると息が上がる
　□健康診断で、毎年チェックされる項目が増えてくる

　～人間は運動していないと「健康」を維持できない動物です～

〈恐るべし、ながら運動の効果〉
　ながら運動と聞くと、そんな程度の運動で果たして効果があるのだろうか ? と思うかもしれませんが、毎日
の「ちょこまか、ちりもつもれば」方式だからたくさんできるのです。健康づくり、ダイエットの大原則は、で
きるだけエネルギー消費を増やして、余分な脂肪を燃やすこと。意外に感じるかも知れませんが、「ながら運動」
はこの大原則にぴったり合っているのです。
　
●「ながら運動」は以下の注意を守りやってみましょう

〈注意 1〉きつい運動をしない
　　　　（きつい運動は疲労が徐々に蓄積し、骨折り損のくたびれもうけになりやすい）

〈注意 2〉時間をかけない
　　　　（特別な時間を設定せず、仕事、家事、日常生活の活動に重ね合わせ、いつでも実施可能）

〈注意 3〉ストレスをかけない
　　　　（家の中では、他人に見られているストレスがないため、リラックスできる）

○「ながら運動」メニューの 1例
〈仕事ながら運動〉
　・普段の歩幅より 10 センチ多めに、背筋を伸ばして歩く。
　・階段上りはつま先から着地、意識して膝を高く持ち上げ勢いよく伸び上がる。
〈家事ながら運動〉
（台所で）
　・電子レンジの合間に、両足つま先、かかと上げ。
　・洗物の合間に、片足ずつ後ろへけり上げる。
　・冷蔵庫から 20 ～ 30 センチ離れた位置に立ち、ゆっくりひじ曲げ、伸ばす。

（掃除で）
　・掃除機をかけながら、膝を上下させたり、お尻をゆらす。
　・床掃除の時、床に両膝をつけずにしゃがむ。ぞうきんを持つ手は、できるだけ大きく、遠くまで伸ばす。

（洗濯で）
　・ 洗濯物を干す時、両足を肩幅より広く開き、両手で洗濯物を頭上高く上げる。そのまま洗濯物を下ろして左

右に大きく数回ピーンと広げる。
　・洗濯物をたたむ時は、たたんだものを、右、左に仕分けする。

＊生活の中で、できそうなことからチャレンジしてみましょう !

  健康づくり、ダイエットには「運動」が大事だと言うことは十分わかっていても、  健康づくり、ダイエットには「運動」が大事だと言うことは十分わかっていても、
特別な運動をするには時間もない人におすすめ特別な運動をするには時間もない人におすすめ

平成 22 年 2 月 10 日　広報おみたま
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３月７日・14日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

３月６日・７日・13日・14日

◆受付 　午後７時～10時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）3月前半3月前半3月前半 3月前半3月前半3月前半緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日

7

14

友部整形外科　　　　（石岡市）　　 ☎(26)2339

滝田整形外科　　　　（石岡市）　　 ☎(23)2071

26
次回広報おみたま３月号の発行日は 3月11日（木）です。この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

〈編集・発行〉小美玉市役所秘書広聴課
　　　　　　　　    ☎ 0299－ 48－1111　内線1221

岡
お か の

野　ひかりちゃん
　（平成 20年 5月 27日生）
◆ ママのお手伝い大好き。これか
らいろいろな経験をしてすてき
な女性に育ってね。

樫
かしむら

村　颯
そう

ちゃん
　（平成 21年 3月 10日生）
◆ いたずら大好き、わが家の宝物。
いつまでもその笑顔でいてね。

県防災ヘリによる救助訓練

起震車による地震体験コーナー防災用伝言ダイヤル利用体験コーナー

 航空自衛隊百里救難隊による重傷者緊急搬送訓練

消防署による救出・救助訓練

消防署による損壊建物からの救出・救助訓練

▲多数傷病者事故対応救出訓練▲

（トリアージ訓練）
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大規模な訓練を実施大規模な訓練を実施!!!!
―小美玉市総合防災訓練――小美玉市総合防災訓練―


